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7分の L地質図E 下富良野(札幌ー第 7 号)

北海道地下資源調査所

~t 1毎道 f屑託

橋本 亘

ム
仔

_3'r-.

Gl.

A 粕日

本説明書は北海道開発庁の委嘱によって作成しだものである。

オ:託'[i j 豆:を記すにご 5 り一言お断りしたいことがある D すなわち，本地ほのように，交通

イ:ノカワ

不便な i'，:~ rIrJ!1'i n: で石狩炭田の複雑な構造の恨を成すと考えられるような構造を有し，かつ

かなり {Ht こような界{、 [1 が繰返され， しかも化石の産出が之しい地方に行われた 577 分の l

同Ii] 百仕[二程 l支の調査明間であり， したがって，地層の露出が相当によくなv>かぎり，地層

の同定にすでに問題があり，その判定がもとになって構造が推定されているととである Q

まだ，ある nfj 起を発見しでもト分に確める余裕がなくてその見透しをのべなければならぬ

理合もある D また若し 3地向の問題に関連しては，地形図の修正が不十分なだめ読者の御理

解を li~' ，' ~lt し).\;場合があると思うが，木地形閃と市販の地形図とを比較されて，ここまで修正

し目だものとして御寛恕を賜わりたい。

以とのようなことから，ぶ説明書の記述が従来の説明書の形式と異なり多少たどたどし

くなっていることを免れないのは，図 lこ示されている結果に到達するまでの考察途上の議

論が加えられ今後の研究去の便を計らんとしたもので，一部の利用巧にとっては御不便の

点、もあろうが， お J午し呼兵いたい D

なお文献の取 jJ土い方は: 本図幅内の地械の iii] 題に II'{ 接関係するものは既 fl J，未刊の別

なく著有名によりアノレブァベザト )1国に並べそれに追番号を i、「して巻末に示し，本文中に引

用のたびにその迫番号をその箇処の肩に付した D なお，未刊のものは手記脱稿の年号の次

にぐ Mめを付し，文献題目の末尾に手記所蔵の機関を l円らかにした。

-1-



第 1 図版踏査路線図

一方本説明書に引用された文献でも， D立接木域内の事柄について記述していないものは

引用のたびに，そこの脚註に示したD 文献記載の形式は巻末のものと同様である。

B 調査範囲，期間治よび精度

調査箱囲は 1/20万旭川図幅第 11 号 1/5万下富良野図幅を中心にこれを取巻く ， 1/5fj

美瑛，十時岳，山部，幾音別岳，下戸別，歌志内各図幅内における接合同日三 j正い却すにわ
め

だっている D 山部図幅との境は i百年の調査に引つづいたのであるが，当時の;考え方を多少

変更しなければならなくなった。このため[にこ両図幅の問 lに三不連続を生じた D 下芦別図 fJ11占JJ占占i:i

の接合部 lに三おける不連続は基図とした i地也?形ち図が，旧陸地測量部版 1/5 万と，帝室林野号 tic{

1/2 万によった違いのために同ーの断層が両方の図幅に三重に出現しているだめで ， i'Jillｭ

調査の踏査図においては下戸別調査者等のものとなんら食違いはない。

調査期間は昭和 27 年 6 月以降 28 年度に亘り断続して約 150 日である D

-2-
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第 1 凶に示しだ踏査時の内，今次調査の富良野昂:地内のものは 1/5万地形図をそのまま

利用しているが，他のた担分は 1/5，000 歩前l見取図を調製した。ただし，西北隅天狗沢

上流，中内北部ノレベνべ支流の大部分，馬内川支流小屋の沢，那児山附iLlの Ifr頂部等の国

有林径路上の部分では子iJ室H~J子号版 1/2万地形閃をそのまま利用して見取図を作ってい

る D

mt花南北方山地に関しては沢田芳穂、， 小島光夫両技官の 1/5，000 t由貿図を利用，これを

検討しだに止るC オチノンベ川においては北海道地下資源調査所の小山肉!悦三谷Jj)J利及

び北海道大学理学部地買うさ鉱物学故室加藤スー:郎の三氏の 1/5，000 歩測見取図を一部は筆

者自身で検討しだが，国;査路線図に i切らかにしだように，大部分はそのまま使用している口

ルベνべ支流の極一部は小川玖珂氏の修論の資料を使用したし，その他草者のI~j資料が随

所に使m されているD

C 交通

同l隔のほぼ中央を東南から北丙 Jこ科断して流れる空知川に i(tって|司鉄恨宝ぷ線が走り，

これに訂うように自動車道路があり，戸31J-野花南，島ノ下~'tE良野間のみパスを通ずる。

富良野立地内は碁盤の日のように道路が発達し，そのた部分は日動車を通じ得る。それら

は主主地東北隅の斜線道山で点から百へとたばねられ上富良野市街地からはーぶの同道とな

って旭川に通ずる。まだ:苛方では富良野田Jから;frJ部に丸う斜線道路により西から東に向し4

7こばねられて行く。

このような平行E辺I[/の迂ぼ斗 iiiに斗る道路にはパスが通い，富良野iHJと上富良野市街

地を:fi丙丙廻りに連絡するし，上富良野からは，旭川，江花，ト!lJ]岳山起にもパスは通うし，

ド富良野市街ヰからほ島ノ下や速く山部図幅内の各地にも連絡する D

ひ:は下富良野から富良野在地の百(引を北とし旭川と連絡する宮良野線を分岐する。

しかるに盆止の百に連なる LIft也では，ノレベ乙/ベ支流(霞城)-奈英~奥御料の細長い盆

地)irjを抱く丘陵池までは畏耕地の関係上道路が見られるが，国有林地域に入ると営林吉の

;;:U,fJ. ,1m{5 と径J立が多少見られるだけである。しかし，困有林としてはずいぶん多くの任 iι

のある J印式の一つであると忠われるし，手入れも良くできている。

D 地質調査及び研究の歴史

1.".If))

三戸時の地質に関しては神保小虎が一応中生代“烏ノ巣石灰岩"式の石氏岩の存在を認め

ながらも，それを有する花田を， Ii 宝 !γ! として恥えっているのに始まり，その頃の北海道地質

- 3 ー



古

図においては神保小虎と大差ないものが示されているD
本*

この石灰岩の有孔虫は矢部長克によりポノレネオ産の Orbitolina concavaLAM. に比較さ

れたが，後に模式の O. concava とは異なることがわかり半沢正四郎とともに再検討し，これ

が O. discoidea-conoid ωvar. ezoensisYABEetHANZAWA と名付けられる新亜種である

ことが明らかにされると同時に，その石灰岩の下盤から O. ja ρonica YABEetHANZAWA

なる新種が報ぜられ，それらの高等有孔虫の示す地質時代は Albian とされだ。

その後この石灰岩からは Petrophyton miyakoenseYABE, Nipponoρhyx ramosusYABE

etTOYAMA のような石灰藻や ， Praecapratinayaegashii くYEHARA) のような Pachyo ・

dontBivalve を産することが明らかにされて来た。

矢部長克は古生物の示す地質時代から，空知川筋における合オノレピトリナ石川岩層を以

て北海道白:宝系の最下部に擬し，下部菊石層下部を代表する地層としだ。しかし，当時は

下部菊石層の下底について明らかにされておらなかっだところから，矢部長克はこの問題

を橋本亘に与え，当地域を研究地として選定したのであつだ D

その結果方ノレピトリナ石灰岩を含む地層の上位には Desmoceras jaρonica YABE を含む

地層が不整合に重なるが，下位は整合?に放散虫化石に富む奈英川チャート居に重なるこ

とが|珂らかにされ，奈英川チャート屑は保有;紀のものではなし功 3と記しだ。

なおとの当時でも，既に矢部長克が中生屑ではなしユかと疑っていだ夕張山脈の輝時凝!ぺ

*牢*

岩等を含む地層との関係が明らかにされず，まだ古生層ではなし功〉と考えられていだ D

その後，大立目謙一郎により輝禄凝灰岩を有する地層もまた，奈 oミ川チャート層(こ引続

く地層であるといわれた D このことは山部図!悟における 25 綜沢で見られる以外はどこで

も確められなく，本図幅内においても大立日謙一郎の指摘した両層の整合の見られるとし

た地点はいずれも断層で両者が接しているか，輝緑岩の近入体で J立されている。

橋本亘の研究着手に先だって 1931 年服部幸雄，池上茂雄はこの地方を訪ね，珍らしし百
九G) 2\1 ，コ O. :;1) 10)

岩石や，化石を採集しており，それぞれ鈴木叫，長尾巧，大石三郎により学会に報告され

午神[呆小虎， 1890: ExplanatoryTexttotheGeologicalMapofHokkaido.

石川貞治，横山壮次郎， 1894: 北海道地質調査鉱物調査報文.

石川貞治， 1896: 北海道庁地質調査鉱物調査第二報文.

料 Martin ， K.1889: UntersuchungentiberdenBauvonOrbitolina CPatellina

auct)vonBorneo. Samml.Geol.ReichsMus.Leiden, Ser.I, IV, 209-237.

料*矢部長克， 1901: 北海道夕張川上流における所謂古生層に就いて 地質.， VIII.

312-315.
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•
ているD すなわちそれらは，トロンニエム岩， Toucasiacarinatavar.orientalisNAGAO ，及

び乙/ジラリア様司朱のある砂岩で，最後のものは後に郡場寛，三木茂 lとより Palaeodictyon

majusMENEGHINI であるととが確められた口

Gリ)

1937 年高陥史ぷ日目は橋ぶ立の研究地域の西に連る i塩崎の研究を行った。 これでぶ r~llp 函

内の f半減は，富良野註地の東の台地と盆:地内，両北隅のオチノンベ川以北，ノカナン川及

びポンノカナン JI\ のた部分等を除き，山地の大部分は一応踏査された D

1941 平の北海道大学地質学教室の{事長論文の研究主題目は神居古 j車交成岩類に関する

もので，そのために選ばれた研究地の一部に本域の中央部が入っている O すなわち，ノレベ乙/

べ支流 )jrffj ば小川段見，空知川峡谷の東の山地は相 \1原才 fjJ ，オチノンベ川以北は大島徳故

により誤査された D

翌 1942 {I:· の修言文 f舟究地は滝川~富良野間に選ばれ，本民に関するものが三つあ

る。 浜gij'__. 彦は島ノドをゴ心に，大沼善吉は滝里(奔 f立尻〉を中心に，中村知三は !21jt 花南

東方を説査している D これらの調査研究では，中生界居!子に関しては特に記すような発見

はされていないが三系については，鳩の沢扶 j支店の地質時代が，長尼巧や橋ノ:二互によ

って考えられた古市三紀説が，今日の定説である新第三紀説に改められたが，橋不亘がポ
G)

ンノレぺ V ュベ頁岩と呼び滝川日に対比した地屈などは，今日見れば新店三系下部のもので

あるのが逆に白 l主系に入れられたりしている D オナノンベ川のお三系がサキペンペツ植物

化仔群を産することは肖橋克な五日以来次(れに明らかにされて来たが，野花南北方山地の第

三系については当時まだ!切らかにされていなし )0 これ等の成果は仇々 保枇，湊正!恥昭和 1

17 不日 2 三日 r~:: 生の連名で発表され，空知統なる新称が JZ案された 2

これがいろいろ問題になって未だのは柘最近のことで，沢田芳桔，小島光夫が，この方

而:二 rpyI 内層の上部に整合する扶炭部があって天塩統下 lこ整合に覆われると記しだことに始

まるようである D そして，その挟安部は及川昭四郎及び浅野清により紅葉山居に相当する

ような有孔虫群を産するといわれだ。

一方，オナノンベ川のお三系は Compton 伊hyllmn や Ostrea gravitestaYOK. 等を産し

ている」方，大石三 A郎， ~民 /id}-' 見は WoodwGrdia EndoanaOISHIetHUZIOKA の産出を

記載して問題を提出している D しかるにその後の調査者によってこの問題は解決されてい

ないようであるばかりでなく，ンド説 l円書においてもその解決はできないでいる。

図隔の東半を占める“ iJi[ 紋岩")支び由良野盆 J出 ir/ l民地の地域は， 卜 ij在日火山の大正 15 ~i 三

の爆発惨事に関連して調査が行われている己地形及び地質に関しては多国文児，津屋弘達

が記し，その調査日回の一部が当域に入る。噴火に当り，惨事の直接の原因となっだ泥流に

-5-
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ついては中村左衛門太同，渡瀬正三郎の調査がある。田中館秀三の文献は不幸にして見る

を得なかったので当域にどの程度関連するか不明である口

橋本もまた地成の北における河川争奪について記したことがあるが，今日においては当

時の考え方を多少改めねばならなし )0

盆地内及び周辺の正陵地における農業哀の最大の関心事は土壌の問題で，農事試験場に

おける詰査資料は瀬尾存堆によって取りまとめられ，公表された。しかし，土壌流亡の問

題について，地質学均には別に調査されたものを知らなし397ヨ農者のための飲料水の問題
:27)

は，道庁開拓部において研究され，森谷虎彦が少しく記しているが，当域の水井戸掘りの

多くは請負に出されたため，一，二を除いて作井住状図が残されていない D

:::0)

近藤忠、三は水田早期濯慣用水々温と昇の手段を地下水の利用に求められるかという問題

を研究し，当域についても誤査しているが，良い結果は得られていない。

当J:l!(内 lこは石炭を初めとし，二，三の鉱種の存在が知られ，その内には稼行されだもの

もあるが，本格均に地質調査したことを聞かなし 3。ただ，全国埋蔵炭量炭質調査の一環と
lG) 12) (i~)

して，百石浩，西田隆夫や橋本 If，為口和己，富樫豊の調査が札開通商産業局石炭部の手

によって野花南北方及び富良野町西方に施行され，最近，野花南南方地域も調査されだか

に間く。

岩石学均研究としては先に記したように，池上茂雄，服部幸雄の採集標本について鈴木

貯の研究がある他に公表されたものは多田文男，津屋也、達の記載等に止まるようである。

E 謝辞

本説明書を執筆するに当り，まず老師矢部長克 j零士，故長尾巧博士 l乙深い広謝の心持を

去しだし )0 約 20 年前の卒業論文の研究地域を再び今日見直す機会を得て，改めて(ij jj恩の

深さをつくづくと!~じた次第である。

神居古 j草変成岩類に関しては折にふれ鈴木酢博士より御教示を得たし， ト時熔結凝日岩

に関しては石川俊夫博士，鈴木 iN 夫，北川芳男両理学士からいろいろと在日以示をいただい

たし，原田準平博士からも旭川盆地における同岩相 lこ関する街]観察の模様を承るを得 7こ D

富良野町三区鳩ノ沢における炭層状況については佐々保堆博士より資料をいだだ l) ナこ。

道立地下資源調査所の佐野正夫所長，斎藤仁次長，長尾拾ー，斎藤昌之両課長の各位に

は，思いがけぬ筆者の身体不調から生じた誤査の遅れを取りもどすよう各種の御便宜，街 j

* 田中館秀三， 1926: 十勝岳限発概報.札幌.
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援助を 1
1
，jだ D 特に小LLI内照，三谷 JJ)j 干i]両理学士には，北海道大学理学部地質学鉱物学教室

の加帳ス二郎氏とともに野外調査の援助を{守たし，酒七J純俊理学一1:は岩石鑑定の労をと

ら ~1Jこ D

前1£羽化石の研究については東北大学工学郎鉱山学教京の江口元起簿上の御教示をいただ

いたD まだ化石薄片の製作についてほ埼玉たf子学長遠政匠次円土の御好立によった。

附図の化石写nの殆と、は東北ノミペ:?t1空宇部品質学古宝物学教室浅野清 if!}~l :の 1ulJ好ぷにより

同公室の熊谷氏に半{]の卒業論文から複写していただいた。

富良野命itL;の地下水及び天然ガスに[渇して，北海道開拓1:\3{)1" I\11 1;:!Jiliiの手汗にあった資料

をいナごだくことができたD ス，明治犯;ミミ柄彰 a理学[;には化石庄止の(;f!l教示を目。たD

:J:UJ問主1の tRJ!Lは北海道大学理学部地14一物学社主熊野純男政びに北海道明託笹谷 I<jj: 二

両氏の千に成るものであるD

未刊行手記の閲覧については，北海道 };ij::j耳l~'~~ ~:j)池百三戸弘物学以室，東北J二学問学出地

質学古生物学技室，札幌通商章治局石氏工/言tki仔 Y:liL l1~査 r:r~ )t海道支所等名機関の

御好意による O

まだ現地調査に当つては，戸別， ヒ{f万;j，山良~:J ， ミ r~ 各日1:1;宮の l;tU世話になることが

多かったし， ~U:英町においては霞J戒における宿舎について '1j1配!むを 157こ。

以上記して関係各位にjiE く感謝する次第である。

II 地 月三

本国:r長内の J由形は江 2 図に示したように区分されるが， た別すれば東半分に相1する富

良野拭j色とそれを回読する丘陵地域から成る地区と，四半分に i8当する山地主主から成るD

京良野位地上iLhえは大部分が後述の卜 I;ち熔結凝 riJ:~~占から成り，中央却の大部分を rli めて吉

良野合地区が見られ，西方の市二紀日から成る山地域とト溶桔凝川岩の同の切妻状のと

ころに沿うように南北に細長い盆:till列が見られる口

LIJl lt: l!，~は，これを商店から北i互に判断する空知川峡谷と，その支流である馬内川及びオ

チノンベ川と，後J?の更に支流であるアイノ沢によって更に凶つの 1 LIIむに号、けられ， 'JH万i

川 1は野花南にでって始めて石守平野につながって行〈谷氏平地の末出の回状地が見られ

る D

吉良野立地域は下村i三一，花子1' £-6:;欠 ， f立辺光， L'l，j山俊惟， ~丹山正英等によって中*1，/，:地

区と呼ばれた地形医を形成する一日で，その最南端にあたり，不尽i幅から山fj:r司Ilfl\f三かけ

- 7 ー



契馬牛台地区

，得

11

フ井

P

t..
s

h『

/

i

λ

『

勾

?
i

E

第 2 図版地形区分‘ Igj

て見られる。周回には熔結凝灰岩から成る正限地が見られ， /!)...図柄の東部は山部図 l隔で麓

郷台地と呼んだ平夷国の延長で北百万に技く傾き，金:地とのほ界は次に断層!宝から続出 j

J~主に変り，遂に，図 r?R~ 北に壬ると，富良野盆地の北部には， r司利状部を成すヲミ馬牛台 i也

があって，美瑛盆地との J立をしている D

この向斜状吉;;を丙 lこ行くと，東に傾く i百をのせる霜 rj-- ナマゴ山の丘陵部が見られ，霜

j斗から北方，定瑛凶栢をお:て旭川の方に向つては緩く東に傾くが，本図幅の中部以南では，

東へかなり;2. lな傾斜を示す D この丘陵地と，百万の山地区との聞に狭い金地列が見られ，

北ではノレベ νべ支流の谷，それから奈英盆地，吉井農場，奥 i~lJ 料と南に向って連なる D

奈クミ往 l也を初めとし，その東方のす[田中附 ;JI 等で見ると，平夷面を東に傾動させた運動

は蚊 j店主でつづいているものの如く， J[I は谷間の東側に片寄つだi制作を取り，東側には急

崖を見せるが，同 i目からは毘住や扇状地の発達がある。

以とのべだ丘陵地，あるいは台地上に見られる傾動，続 1111を示す平夷面は，大立目謙一

- 8 ー
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官日li より i!JC紋岩及びその凝灰岩の堆積i百と考えられ，多田文弘津屋弘達lこより卜勝岳火山

の基底を成すjfi紋岩( l'lg~熔結凝ば岩〉の流走面，または準平原両と見倣され，中野尊IE

は侵蝕平央而と認め，デ存在もまた山部図幅において，これが侵蝕平;長田であることを明ら

カュにしナこ口

その噴出の II~:期について大立目謙一郎は「石狩低地西南町の石切山凝ば岩(ヒ部更新期

頃〕の形状にけザj;たるものがある J と記したD 中野尊正は卜)i存店下の ji:紋岩は了川端統，

追分杭堆積後のはげしし〉摺出後， !Lxt也を間十if した起伏の多い山地を埋めているD かっ，そ

の表面は少なくとも三段の山麓階が 800， 700, 600ill に認められ， 700ill 而は古期岩類を

切って発達する 700 ill j而に対比される D jfi 紋岩の噴出 11 出羽から 700 illHi! の II 与代は限定さ

れる。まず，この而の形成は滝川屈またはその多少 ij 日後の!時間を守えられ， したがってそ

り

れ以下の Im はより新しいl1 !j 代の形成と考えられる ι と記している。 -)j 橋本は山在日図幅

において“ ift 紋岩"の噴出の|時期 jを，十 fr; y~ -，t llt.における“池田居" jニ (fGt こ見られる“ if[ 枚

岩"と対比して，大体滝川目堆積期 jの I噴出と考えた。
17)

石川俊夫はこの流紋岩が山熔岩の性質を有することを明らかにし，それを富良 ~!fi}t 惰岩

と呼び，日目-出の|時間を洪積世1[1朗?と:考えその pt' f出の粘弔北微 fK の大地涯の陥没を:さ起

した J と見倣している。
2日)

湊正 t[ もまた富良野熔結凝り〈岩を I ~ J 洪積世〈あるいは新洪積世? )とJ， jえている c

このように，噴出|時期についていろいろ取沙汰される熔結凝灰岩に対し，少なくもよ閃

軒とその附近においては，それを決定づける堆積岩を発見することは不可能のようである

以上，中野尊正の記すのとは逆に，地Jf ~"j::f;J 万法によって I噴出時期を推定して見るより手

段がないようである。

そのためには本図 1同の東南の西達布図作 i並びにそのまだ東隣の位幌岳|叫中高における熔桔

凝灰岩の分布やド位居との接触の模様について甚だ知識が不足しているのであるが，従来

米 先に橋本町が対比した然別発電地域の流枚岩〈橋本豆， 1952: 然別発電計画 i地域の地

質.北地要報， (20) , 7-13.) にづいては，これも熔結凝灰岩である事が明らかにされ，

それと比読されたピリベツ川の幌安山の斜長流枚岩〈大石三郎，渡辺武男， 1932: 然

別沼凶 I隔〉もまた熔結凝灰岩である。 後者が出国層にて整合に覆乾れることは確めら

れたが〈橋本瓦， 1955: 十勝支庁管内の地質及び地 r~ 資源. 十勝総合開発促進期成

会J前者については明らかでなし、。これが十勝目ー基底の陪:浩賢灰岩と i司層準と橋本誠二

(1954: 御影I~I隔.開発行.)は考えているが， 1/20~Jj 北海道地質問 (3) の編斡に当っ

て，筆者は多くの人々の見解との調整をはかるために，別々のものとしで取扱い ， I十勝

帰結凝灰岩く編持委員会で名称を誤ったものかう〉のみは第四紀初期のものとしたの
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の知識から見ると次のように考えられる。すなわち:
宇

中野尊正旬、める 800， 7肌 6∞ m の三段が熔結凝灰岩地域に見られることは森谷虎彦

の資料 lこ徴しても確かのようであるD なお同氏の記すように熔結凝灰岩の下底は起伏の多

い山地を埋めていることは，山部図幅でも明らかであるし，本図幅のノレベνべ支流，奈英

盆地では，埋められた谷の幅が L5~2km あることも知られるO また，新しい断層は富良

野盆地以外大規模の落差のものはないD

次lこ麓郷台till(土北では 300m に降るが南方山部図!隔では 600mjIJ:くに達し，そこでは熔

結凝灰岩の下底が見られ，布礼別川では約 200m，西j主イIJ川では 300m である。すなわち

布礼別川では平夷面は 440~470 ill で比高 240~270 m , 西達布川では 300~440 m のとこ

ろに二つの平夷町が見られ，比高 60~170 m であるD

今仮に熔結凝灰岩噴出問を洪積世初期とf、定し，かっ 700m の平坦面が古市1岩層の上に

のみ発達してl) るとし，その上に回存した谷が麓郷台litの下に埋めつくされている谷1~で

るとして，果して無理がな l)かどうか調べよう。始め 700m の平坦面が水準に近いところ

にあり》次にこの上に布北別で 200m に見られる谷底ができるだめには， 700ー 200=500 ill

以[:の土昇が必要となるの次に熔結凝灰岩の l噴出があって麓郷面ができるためには，麓郷

面が水準面となった IIおこは上に記しだ比高だけ基盤が下降していなければならぬ D そうす

ると少くも 240~270 m以上下降することになる。

このように 115万地形図で 4~5 枚に亘って認められる大呈の上昇，下降が，単(こ十時岳

周辺に限られた特別なものと考えることは少しく不自然ではなかろうかD 従って，若し，

ζ れに相当する事件が北海道の第四紀の地史 (C見られないならば，この噴出が第四紀初期

という仮定を満すには， 700m の刊の形成は第三紀末で，そこに回存した地形面，すなわち，

熔結凝灰岩の下に埋められている till形が，第三紀と第四紀をはずる面ということになる D

しからば，麓郷田を侵蝕i百とづきえずに，熔結凝灰岩の下の谷Jちを極若い時期jの産物と考

えられるであろうか。そのためには次の重要な反証があげられる口すなわち空知川峡谷内

における谷に沿う i完し 3段丘礁周 CQtd JC!l (こ熔結凝り(岩と少しも区別できない岩石がr:牒と

して発見される D 島ノ ff~'8道の北のオノレピトリア石!そ岩の小沢を扶んで北 il{i~の山の上で，

玩イの川面から少なくも 170~190 ill ほど高いところにあるし， T竜里〈手戸支!元〉の1'，'9々南で

180m 以上高いところにも見られる。

本森谷TE彦理学士市富良野村落合北方の 7J，利地質調査資料， 1/20万北海道地質凶ぐ4)

1955，編Ji'4に使用。

-10 ー
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この町、b!iには，これらの瞭Jf¢jに発見されるような大さの岩塊を供給できるような近くに

は勿論，十時熔結凝灰岩に似て非なる流紋岩または熔結凝灰岩はまだ発見されていない。

比両 180m のところにある牒凶がもし海岸附近にあるならばこれが洪積古期も一番古い

地図である疑いが十分にある o J:~三記したように空知川政谷の入口と，ほぼ出口[訂正いと

ころで同じような比高を示す疎居が，極若いものであるにもかかわらず特別な理由からこ

の峡谷内だけでこのような比高を取り得たと考えなければならぬ理由もないように思われ

る o ci注史の工員参照j

このように，この資料を素直に受入れて考えるならば麓郷面の形成は上記の牒層より多

少古い生成で古胡洪積世と考える方が良いと思われる。そのとき熔結凝灰岩の噴出がなお

江田世初期であるためには初めにのべだように考える以外にはないであろう D

iえにもし 700 m , 800m の面がなお熔紡凝!ヅ〈岩の上にある侵蝕面であるといわれ得るな

らば，市ーの仮定を満足させる第四紀初めの地史は第三紀末の陸面の上に熔結凝灰岩の噴

出があり，互二盤は少なくも 600m 下降し 800m の面がほぼ水準面として出来上り，上昇し

70001 , 600m の面を!慣に生じたことになる。そして次に島ノ下から下流の空知川峡谷丙

の -I'i~jlf 立段丘礁屈ができたことになる。それらが全部古期洪積世という時間内に出来上る可

能性はまずなさそうだと考えなければなるまし )0 なおそればかりでなく， 600m の下降を

示しだ主性が今日 200m まで上昇している故に，この昇降量を日坦的と言わなし 3かぎりこれ

に伴なつだ海成層が相当広く陸上に発達していそうなものであるが，事実はどうであろう。

* *iオ〔紋岩Hの凝灰岩を有する海成屑は，十勝平野では本別M]群，または池田同が見られ，

** ***石j守方面では滝川!@，北見では社名淵屑が見られる。これらはいす、れも鮮新世新期の堆積

物で，今のべたように北海道中央部及び東部に亘り全域的な分布を示し，その下底の不整合

も， ド位層との構造主も著しいもので，先に記したような 600m の沈降と，なおその正

に， 1/20 万北海道 i由貿図 (3) にも見られるような宏大な分布を示す十時熔結凝民岩在中心

部に有しだ火山活動に相当しでもふさわしいような地層のように忠われる D

ノ玉郷[百の上に生じた河川系が富良野拭 fむを生じた断層に切られ，河川争奪が克られるこ
九9) S)

とはすでに多田文字 j，津屋弘達も記し，山部医 Ii怖にも見ちれるが，本凶幅の北部において

は也Ji\盆地水系に属する jレベ νべ川や美瑛川の支流の上流 tfG が i由隆の結宋;富良野盆地の水

系!こ交ってしまつだ伊 IJ をすでに宅 f!? ば記している。当時，変';荒以日目の水 ~f~ と富良野盆:地成

*橋本亘， 1955

料鈴木醇， 1953 ・

料水竹内嘉助， 1942:

前田において再定義した意味のもの.

深川凶幅.北開発 r]' .

鴻ノ舞図幅説明書.北工試.地調報日ぐ6).

-11 ー



長期を通じての変化について鯨岡牒層の分布が盆地内に限られると誤認したために富良野

湖を生じたときがあり，その水がそれら|日水路を通じて旭川方面に通じた時期があったの

ではなかろうかと疑ったのであるが，少なくとも鯨岡の際婦は空知川l峡谷内 lこまで追跡さ

れることがわかっただけで，それでもなお旭川方面とこの!日河川系を通じての通水期があ

ったかということは本図幅内では確められなかった。

山地々域の方は馬内Jf!と空知川に囲まれる芦別山脈北端地区，その北につづく那英山地

区は空知川と落辺川から天狗沢上流に亘る附近から東の区域で，主として第二紀屑から成

る。空知川を低所とし，それぞれ南及び北に高くなっているD そして後者は神居古淳の方

につづいて行く割合高さの平均した山地となり，その商{WIこは低く，平土日間をかなりよく

のこした山地があり，次に記すタ映山地区の北部と良く似ており，空知川の谷にそって発

達するD

このような山脈性の山地と異なり，馬内川の西に当り，野花南の南を占める山地は，

800m , 500-600m , 300-400m 前後に平坦な山陵を有する山地で，低い方のものでも上

には今でこそ疎層は見られないが，かつてはその上に疎屑があったものの如く，ノカナン

川やポンノカナン ]11 の中段の段丘堆積物や，河床礁の中に蛇紋岩やオノレピトリナ石灰岩等，

これらの川には禄のない岩石で，しかも現在の河川系からはその由来の径路もわからぬ出

方をするものが発見されることから想像される D

図幅の西北隅を占める野花南丘陵地は平均 200-300 m ほどの丘陵地で，主として第三

系から成る。この地域でも現在の河川系とは無関係な古い疎層があって，それから由来し

たとミえられる古期岩が，山腹や河!和三発見される。

III 地質

A 層序

a) 概説

よl司幅内に見られる堆積物及び火成岩類は次のように分類され，その相互閣係，地変等

は第一表に示したように解せられるであろう。

最も古い地屑はつ E知件当群ゃあるいはその下位に連なる地層などから変成したと考えられ

る低度の変成岩類である D これは神居古津変成岩類に属するものであろう D 次で空知層群

となる D これと神居古 i草変成岩類との相互の重なりを見られる露出がない口

- 12 ー
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木同l福内の空知)討群は山部関幅内のものとは異って全届が完全に揃っていなし )0 山部図

幅内で雫知尉群の屑序が確なされた今日，改めて奈英川チャート層の模式地を中心にこれ

を見直して見ると，当図幅内空知属群分布地域の北半に良く発達している大きな結1111から

なる輝結岩の占める構造上のぷ味がのJ らかになって来た。すなわち枕状熔岩を主とし，乙

れに1it::14岩を伴なう山部!凶と，主として佐賀岩からなる主夕張層が，これを境にして相互

にいろいろな屑序で接しているのであるD

次にせf し 1 ものは蝦夷層群で， ヒ中下Ie三分され，さらにいくつかの部層に細分されてい

る。ほとんど総ては山部図幅内に見られたものの延長であるが，富良野層ぐ下部蝦夷層群〉

にあっては宮間砂岩層は良く発達するが，オノレピトリナ石灰岩は発達が悪くなり小レンズ

のみとなるD 中川層〈中部~!PJ戸層群〉は地向斜型をとるが，上部の近藤山砂岩層は著しく

良く発達する D 浦河 J丙〈上部曲目夷回群〉は山部関幅には見られなかった Inoceramus uwaji-

mensisYEHARA 市や ， InoceramusamakusensisNAGAOetMATUMOTO 帯が見られ，

両者ゐ聞には上芦別閃幅における月見砂岩層に相当する岩相も見られる D なお転石から察

すると l?i iiH~ 層発達の!可能十 k も考えられる。

中川屑 C中部蝦夷層群〉下民の不整合は山部|ヌ l幅にも記したように，奔茂尻発電所上流

の空知川 S 字曲点(カパネリウッカ〉において見事な傾斜不整合〈第四版，第 1， 2 図〉

として観察される D

古第三紀層については，石狩層群に相当するものは，オチノンベ川における Woodwardia

EndoanaOISHIetHUZIOKA の産出が記されているという問題があるだけで，確実なも

のの存在は未だに知られておらないが，幌内層群上部の紅葉山層に相当すると考えられる
1. ::,,)

動物群を産する地層が知られ，下位から天狗沢層，広瀬、沢層に分けられ，その内に石炭層

が見られる D

この地屑は沢田 J}lき，小島 j仁たによれば上位の天塩層群と整合すると言われる。

新第三紀尉[こは天塩尉群があり下却は主として海成長<l jからなるベシケ川尉で，これの上

に重なると考えられるものがオチノンベ屈で Compton伊hyllum naumαnni NATHORST 等

サキペンペツ化石悼物群を産する D かつて鳩の沢挟炭層と呼んだ地層は外観状，これらの

地層とも異る点が多いし，その他各地に発見される棟岩を主体とし，黒色頁岩を有する i也

!再等とともに-析して伝 .~rj~献天iJE層群として示しだ。オチノンベ川上流における疎岩層は

肝不己同の情状構造地域に発見されるもので i也えの解釈上重要視される。

1 ・!JjJ熔結凝灰岩の噴出明に関しては第四紀洪積世 IU期あるいは新期かとすら言われる

が，ここでは市竺紀末である公算の多い事を記しナこ。
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第四紀の各種堆積物を成生の時期や性質等から出来るだけ分類を試みたが，まだまだい

ろいろな問題があって，富良野盆地の発達史や空知川峡谷の発達史を相互に連絡づけて充

分決定的な解説を行い得るには至っていなし )0

b) 各説

(1) 神居古遭変成岩類({:ま羅~白重紀? )

1877 神居古葎石層 B.S.Lyma 日

1934 神居古母系 鈴木醇料

1936 平岳結晶片岩 橋本豆町

1944 神居古浬岩類 鈴木醇料キ

1952 神居古浬変成岩類 佐々保雄，根本忠寛，橋本亘，松沢太郎 50)

1952 神居古揮変成岩類 橋本豆 7)

1953 神居古宮岩層 鈴木醇材料

神居古 i草変成岩類とは石狩川中流の神居古湾を模式とし，同地において，蛇紋岩や輝緑

岩に貫かれ，遭達に富んだ熱水作用により高度に変成された緑色片岩や黒色片岩に対して

B.S.Lyman が与えた名称である D

ホ*本牛*

その後神居古 i草系と呼ばれ，低度の変成岩類もある事がわかって来た D それらの内には

*牢牛本**

保羅紀の化石を残存するものが知られて来たり，蛇紋岩の近入が変質の強調に与っている

******* オキキ***キホ
事や変成作用そのものも非常に選択的に作用している事等が明らかにされて来て， 1942 年

の地質学会における鈴木醇の講演に見られるようにこれを系として取ほうよりは神居古淳

岩類と呼ぶ方がよろしいと言われた D

キ Lyman ， B.S.1877: AGeneralReportofGeologyofYesso, Sapporo.

料鈴木醇， 1934: 所謂神居古浬系の岩石についてぐ摘要〉地質.， XLI, 392~

394.

料*鈴木醇， 1944: 北海道の地質概観.地質.， LI, 15~24.

料林鈴木醇， 1953: 深川図幅.北開発庁.

*キキキキ 鈴木 醇， 1939: 御荷鉾系及び神居古揮系の岩石学的研究.等援策 6 常置委，

研究抄録1.

特特*牢矢部長克，杉山敏郎， 1939: 神居古 i軍系の化石.地質.， XLVI, 340-341.

1939: DiscoveryofaMesozoicHexacoralina “ Green SchistoseRock

oftheKamuikotanSystem"ofHokkaido.Proc.Imp. Acad., XV, 86~

89. 1941: 北海道における Circoporella semiclathrataHAYASAKAの発見.

地質.， XLVIII, 38-41.

キキ料キキ* 原田準平， 1939: 北海道における蛇枚岩道入に関する一新事実.地質.，

XLVI, 575.

**料水牢料鈴木醇， 1936: 選択変成作用にう ν て.科学， VI, 147-151, 196-198,
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オニ11'えにはその模式地に連なる変成岩類分布地域の末端が現われているが，その変質度は

極めて低l ~もので，地層としては空知層群の最も標式的なものである枕状熔岩を有する芦

別岳埠紋凝り:岩層の下l三重なって行くように忠われるが，未だに両者の重なりの明らかな

露出が見られていない。

外観との区別から一応緑色片岩類と黒色片岩類に区別して示したが，顕徴鋭的にはその

成生鉱物からいくつかの名称がつけられるD •
保色片岩は落辺川街と断層にそって，断層と蛇紋岩塊との聞に見られ，黒色片岩類はそ

の東側にそって分布し，平日断屑以南では空知層群の東側にそって，奈英盆地の西但IJに分

布する D

1)緑色片岩類 (Gs]

付) 政璃質輝緑凝灰岩

オチノシベ川支流アイノ沢，同二ノ沢，同四ノ沢等の上流に見られるもので多少の方向

性を有し，割合軟かく，薄く剥離するD 方向性はアイノ沢のものが最も著しし ~o 何れも緑

泥石化著しく，外観H吉緑色を呈するo

その他に，大島徳哉は落辺川支流アイノ沢上流の御料山東方及び落辺川第二支流七五か

ら輝誌片岩を認めているD 鏡下では緑簾石が大部分を占め，白チタン鉱が浮雲のように見

られ，緑泥石は汚濁不透明の所が多い。曹長石の発達は著しくないと記載されている。

アイノ沢上流のものは曹長石〉緑泥石〉輝石と言う呈比と組成を有する。

2) 黒色片岩類 (Ph]

これには粘 H~ 岩，千枚岩，石墨片岩，圧砕岩等が見られ，千枚岩類も鏡ドにその成分鉱

物的に分ければ，絹雲母，石英，赤鉄片岩;赤鉱鉱，防起石，石英片岩;紘泥石，曹長石，

石児片 J吉;紙泥石，絹雲 l手，曹長石，石英片岩等の名を与えられる事であろう口

(2) 空知層群 (保羅~白霊紀)

1943 空全 n 統 佐々保雄，法正雄，他州

1952 空知層群 橋本 _H7)

1953 空知層群 橋本日持)

イ4コ:ox:の空知!色 i群は始め f若者により戸別!日草紙凝r.}~岩届及び奈 oミ川チャート屑と呼ばれ，

lifff; は )lf 生 li"][ 二後者は{米羅紀日と見倣されだ己その後た立日謙一郎により可者は整合であ

ると言われたが， JJJ 部閃幅にも l円らかにしだように，同氏が示した両者の整合と言われた

地点で、は山市!;の 23 線沢だけが確かである D

対)

山 g!)[''-(i1p 面において知られた空知脳群のノ腎!子を以て本 W~ を見直す lUI ーには，???英川チャート
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層模式i也の中に出る大きな結品を示す輝緑岩の東側のチャート婦やそれから南の二本の沢

で同質の輝禄岩岩脈の聞に見られるチャートは果して始めに選ばれたように奈英川チャー

ト層に入れられて良いか疑問で，広くこの附近を見ると，それは寧ろ本層群下部の一員と

考える方が宜しいようである。そしてこの輝緑岩は，明らかに両飼IIの地層に変質を与えて

おり，大立目謙・郎の考えたような熔岩流ではなしユ。その近入は断層中に行われだもの

*で，その点，このように大きな結品を作る輝緑岩の性格は，山書店関幅から金山図幅に至る

まで同様である。

本層群は山部図Ip肩において知られた屑序から見て，上下の 1屑に分けられ，下部は山部

層で輝紋凝灰岩や枕状溶岩を主だる構成物とし，上部は主夕張屑と呼ばれ時質岩を主とす

る。

ー〉

本域ではその地質時代を知るに足る古宝物を産しないが，山部i叉\1福や金山図幅の資料な
*牢

どから概ね保羅紀とされる。

i) 山部層 (Ls 1 -Ls3J

付) 芦別川珪賀岩Jpoij (Lsd

1953 芦別川珪質岩層 橋本豆町

おそらく本属に入ると考えられる白色佳岩ノ回がノレベ乙/ベ支流方面に知られる D 上，下両

屑との関係も;辰吉下であるばかりでなく，ノド層それ臼身の立派な露出すら之しい D

(同芦別巴輝緑凝灰岩層 (L S2J

1936 芦別岳輝緑凝灰岩層(一部〕橋本互の

1953 芦別岳揮緑凝灰岩層く再定義〉 橋本豆町

これは山吉 [j 層群の主体を成すもので，主として枕状熔岩や輝総凝灰岩からなり，同幅中

央北部に始り，那英山を中心とし，それから南の山地の主要部を作り南下し奈英川の南に

モり， トl] j~ 陪結凝灰岩 (TtJ のれこ沈んでいる。

小さな露出が馬内川左岸第一支流内~ =-見られる D

時に薄い緑色のチャート屑を介在し，その内の顕著なもの 2 枚は，ぺンケテ νマ内に見

られ，図に示した D

上位層との関係はペンケテ i/ マ及びパンケテシマにおいて整合と見られるが，馬 l守川左

岸第一支流では不明である D

宇小山内照，長尾捨ー，橋本亘， 1955CMS).

料矢部長克，杉山敏郎， 1939; 1939; 1941: 前出 P.14 玄照
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川主夕張川佐賀岩層 [LS3J

1953 主夕張川桂質岩層 橋本豆町

l河記j也 h~の商担IIにそって発達し， lI :j:こ輝怯岩のI-l:lに取込まれて出現する O

主として決同色の似状チャートで多くのが(散虫遺肢を含む。その段も保存の良いものは

772英川で ， Sphαerozo釘附等をも産し，最も多いものは Cencsρhaem で次には塔状のもの

が絞首ある o i昔ぷ立の示した r:jnは概ねこの地のものである。

ほとんど市料棒造を取るが，馬内川左岸--支流のみは下位牌とともに小さな背主?を示

すらしいが五日不足のため子山されるに止る口

ii) 主夕張層 [US l-3J

(イ) '， l'll，線沢砂万回 [USIJ

1953 二十五線汎砂岩層 橋本亘勺

ぷJFぜいこ HI当するものは滝里駅東方パンケア vマの支流・カ所に見られる。ば白色の塊状

in粒砂17でフ心!、組は訂UUEj、計に似てそれよりfJl.粒であるが， J:TJ凶はチャートで何れに対

しでも整合である。この点奈史川IU夫谷 iii の京史川チャート)凶 j二 ifj;の砂宕に j'iい点もある

がさが著しく~-り，外出:も多少異るばかりでなく， 下位のチャート!ぽの戸別岳輝緑凝

!ぺ古田に対する関係から判断すると主夕張!什の ~t， lltの砂汗に対比する手が正しいようであ

る G

従米は北から追跡して来ても， ;有から追跡して来ても，宮17耳石少岩屑の延長上 lて来そうな

仕[買に出て， しかも良く似た砂岩であるところから-，連のものとづ7えられていたところ

である D

(同パンケテ νマ Ii 長 7-1'岩層(新称) [UszJ

これは上記砂岩 If"'i:こ整合し，主として川白色のチャートから成る地層で， II 与に淡緑色な

どのチャートを混ずる。薄整)討の J主「刊である D

主夕張川でも戸別川でも二 I'Ti ，線沢砂岩居のとには輝総凝!夫岩，赤色チャート脳や所岩

に関係しだ iiU バ等が重なるのであるが，当地 lこはそれらは全く見られなく，恰も 1 ・ J王線沢

におけるように， 二卜 ri ，*寝沢 li 1j:Jf岩 NriJ に相当する岩 ill が発達しているように見られ，後述

の奈央川チャート凶と一 a連となる地図の下部を見ている事になるのかも知れないという疑

いすらある D しかし，主巧りはこの 1'IJ 定を立がず，とりあえず京史川チャート肘とは別個の

ものとして，馬内川支流熊の沢の資料ぐ次項〉から見て両行 jの聞には輝紋凝民岩や Ij} 岩 I e.

関係する地!日があったが，現{r:は輝総岩岩脈により IIi め ι れている断層!主動のために出現

していないものと出定しておくことにしよう。
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付奈英川チャート層(再定義) CUS3J

1936 奈英川チャート層〈除模式地の輝緑岩の東のもの〉 橋本亘(;)

1940 宮問砂岩層と輝緑凝灰岩層の内鬼刺層キの岩相の部 大立目謙一郎川

1953 奈英川チャート層+奈英川桂質頁岩層橋本豆町

奈英川チャート層の摸式地を中心に再検討して見ると，先に示したようにその--叩は本

層から除外される疑いがある c 一方，それを除き，黒色珪質頁岩を有する部分を模式とし

て山部図幅においては奈英川珪質頁岩層と名付けた岩相司~ c.顕著な地層がある D そこで再

びそれ等を訂正して奈英川チャート屑を再定義する。

模式地においては，その東側をたきな結品からなる輝線岩ぐ 1fl し周辺はノ j、結!日となる〉

に貫かれ，下部は主として黒色の日質頁岩からなる部分があり，粗粒の輝総岩に貫かれ上

部は白色を主として淡緑色のものを交える 1J~ 状チャート屑からなり，その上部近くに厚さ

5m 前後?の灰白色砂岩を介在する D 最 h部には時にまた黒色陛質頁岩が来る事がある O

全層を通じて放散虫化石に富み，本域では他に化石を産しなし )0 tこだ富 1m の沢において

非常に疑わしいが佳藻様の叩象を鏡下に見だ記憶がある D
1')

そこで山部図幅における奈英川日質頁岩層の名称を廃し，新たに，その名称にかわって

『惣芦別川桂質頁岩層」を提唱し，模式 j也として新たに惣芦別川の 1/5 万山部図 l幅において

奈英川珪質頁岩層として図示しだ部分を取り，副模式地として，馬内川の同居とされた部

分並びに山部町 25 帝京沢の同居の位置をあげる。

さてその惣芦別川珪質頁岩層が馬内川本流では 150m あったのが，それから北京で急速

に見当らなくなる現象についてなお良く考える必要がある。山部図幅においては 21 件班

の沢で 520m 程と見積られるのに本流では 150m となり，一方下位の奈英川チャート店は

その反対に 21 林班の沢で薄く，馬内川本流で厚いから一応異相的とも考えられるが，そ

れにしても厚さの変化が甚だしすぎると記している。

馬内川支流熊の沢には緑色薄恨状チャート層の好露出が各処にある D 地層の J~: さは，も

し断層がないならば 530 m にも達しそうである D 鏡下に検査したものの中に輝制凝灰岩

.質のものがあることからあるいは芦別川上流方面のように輝似凝灰岩や況荒賀凶砂岩の層

準が発見される可能問が認められる D 取不敢全部本層として取岐った口

馬内川支流小屋の沢の奥から鳩の沢の方に見られる灰色，決結灰色のチーャトば放散虫

*鬼刺層は森田義人(1931(MS). 天塩l司安平方、内川流域地質調査報告.東北大卒論〉の手記

名で，園木女平 0938.天塙第一演習林，佐久，誉平，宇戸内事業区地質調査報告.北大農.演

習林研報.， X (3) , 13-23) が模式地の北方の地層に使用したのが最も古い印刷である。
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化石に富むが保存が悪く，馬内川不況:では直接 't1 ) II 日の }ih)点穂岩砂岩層に覆われて居る口

其処では局部的に硫化鉄鉱の鉱染がごく(主か見られることがある D

(3) 蝦夷層群(白歪紀〉

1951 蝦夷層群 松本達郎:2-1)

本域に発達する蝦夷層群は岩十日及び古宅物から三大別され，下部から富良野居，中}l[層，

浦河屑と呼ばれ，さらに細分されているo 富良野居とr:f! ]l l層の問には顕著な斜交不整合が

認められそれを中恒夷地支(Intra-YezoOrogeny) と呼ぶ。

当地には国淵層の存在ばオミだ暗められておらな l) が滝里駅北の沢(ポンノレベ v ェベ沢〉に

おける採集であると言われる砂岩転石に Inoceramus schmidtiMICHAELvar.mirabilis
本

NAGAOetMATUMOTO の見事に保存されだものが /i 別市野花南駅前戸塚旅館に保有され

ているところから見ると，ポンノレペシュベの奥かあるいはそこの山頂部に露出がある疑い

がある。化石の去而はあまり水磨されていない所から見ると，この附近の天塩層群の基民喋

岩(この内に合菊石;尼 I死貰団塊あり〉から再び沈しヨ出されたものとも忠われない。

i) 富良野層(下部蝦夷層群) CLYl-3J

付) 寓問砂岩層 CLyd

1936 富岡砂岩層 橋本.1=((;)

1940 冨同砂岩層〈除鬼刺層奈英川層の岩相部〉 大立目謙一郎-1(;)

1953 宮町砂岩層 橋本 J=J. S )

引1irji 2rl~底部(土厚い!ぐ白色ぐ新鮮首[では市灰色〉でギラギラと光る甚だ粗粒な砂岩からな

り，ゴ i 常に厚い恨状を呈する D 115 に百任 1mm を越える赤， 15 ， fぷの世白岩粒が著しく目

立つ事がある D 聞に植物破片を産する以外に化石を詳しなし )0 模式地の南方で橋本亘の記

載しだ Nilssonia sp. も甚だ貧弱な標本である D

砂岩は多くの石店粒からなり ， :f，~~ 下では，微判長石，パース石や雲母片のほかに，岩片

としては，日岩，玄式岩片に J見じて，桓掃に角f!~片岩片や，それから供給された角閃石片

が吉井 lf 敏により鑑定され悟示亘が記している o ):.立目謙一郎は本岩の石見はほとんど β

石英で荒牧岩買の[噴出;官を主党る供給源としだものと見限している D

上市は頁岩を支える互 l吋となり上位屑に漸序するのであるが，灰白色砂岩の失われる所

;と一応の境界を設定する口下!立回との関係も整合の如く見受けられるが，なお卜分研究の

*Nagao, T.& Matumoto, T., 1940 AMonographoftheCretaceousInoceramus

ofJapanII, (Jour.Fac.Sci., HokkaidoImp.Univ., Ser. IV, VI, 1~64)， p. 43,

PL.XV ，負 g.6.
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余地があると忠われるD

その厚さは模式地附近ではおよそ 400m 程と見積られる。

その分布は南方は山部図幅からのつづきが，ぷ~%i幅西南隅に始り，東北に走り，富良野

町三区，出鼻の沢に至る。そこでは断層で新第三系が入って来るが，そこの北の対岸に再

び始り，模式地を通り，空知川の東岸の急な山腹を{乍りこれに沿って北とし，ぺンケテシ

マに達し，ちょっとした背斜構造を見せて一先ず終る D そして，パンケテνマ交流の断層

ブロックの北1HIJで再び出現し，パンケテ乙/マとポシノレペシュベ両小沢の問の那rJ'ErJJ待出ま

で追跡されて終る。

(ロ1 島ノ下頁岩層 CLYzJ

1936 島ノド頁岩層 橋本五山

1936 奔茂尻頁岩層〈極一部〉 橋本 目i)

1940 島ノ下頁岩層 大立目謙一郎的

1953 島ノ下頁岩層 橋本 N.S)

富良野屈の主体をなすもので，その大部分は黒色頁岩と黒色相粒砂岩または砂賀頁岩の

薄互層からなり著しく乙まかい摺由を示す所が多いo 掃に黒色i鬼状泥岩の部分も見られ

る D 一般に団塊が少なく，たまにあっても碇質のものが多く，風化すると酸化マンガンで

汚染される点では，少なくとも浦河層や中川層上部の泥町質で表聞が決黄褐色に風化する

ものと容易に区別される。上部に泣い所にオノレピトリナ石川岩のレンズを介在するD

上位屈とは斜交不整合である。ぐ次記，中川層の項参照〉

木層の分布は前記の富問砂岩層の西側にそって見られる他に， J¥/立尻発電所の南の空知

川 IS 字状屈曲部で，国鉄の二つの鉄橋に挟まれる聞に，中川層群の下に不整合に顔を出し

ている o [第四図版第 1， 2 図j

オノレピトリナ石灰岩 [Orb] はすでピ山部関幅の北tT防〉ら発達が悪くなり始めているが

本図幅に入るとますます悪くなり，馬内川支流小屋の沢の小レンズが最も南にあり ， (j~~に

同支流吹雪沢に桁小さなレンズが見られる D 両方とも，特に後者はあまりに小さく 1/5万

地質図にはとても記入出来ないが，その位置を示すι巴味で記入したq これは以下記すレン

ズの内島ノ下i弦道北のものを除いては同様である D

島ノ下降道北のレンズは本閃幅内では一番六きなものであ ξo i竜里~島ノ下問の大谷川

J場所附近に 3 個(従来は 2 個だけ知られていた〉と，やや北で，パナミ川の南に If固あ

る。最後のものはおびただしい転石からなるもので石灰岩その物の大きさはわからなし )0

ば白色で，風化すると褐色を帯び，野しく化石を有し，タト克的に応ノ巣石町岩に似たと

- 20 ー
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1 人 l~γ)

ころがあり，その内に見られる海市iのトゲの化石の似ているところから神保小虎は，すで
72)

に中生代のものではなし 3かと疑っている D その後矢部長克によりポノレネオ産“ Orbitolina

*concal;αI "に;[i似な種類の高等有孔虫を移しく含み白望紀は Cenomanian 期のものであ

る事が言われた。しかし，これはのちに半沢正四郎との共同研究によって Aptian 期を示

す Orbitolina discoidea-conoidea の変種である事が明らかとなった。(未尾追記(1)参照)

この頃J~~f~ il::敏はJr:茂尻(滝里〉駅南 2km の I~rのオノレピトリナ石灰岩の下盤からポノレ

**ネオ産 Orbitolina scutum-trochus(FRITSCH) 一一一特に O. scutum1こ一一寸こ近い種である

Orbitoliriaja ρ似た αYABE etHANZAWA を得ている。なおその石灰岩から Praecaproti r. a

7片) 77. in)

yaeg ，αshii (YEHARA) や Petrophyton miyakoenseYABE, Nipponoρhyx ramosumYABE

etTOYAMA が矢口られた。 宇野正敏の Orbitolina japonic α 採集位置についてはおそらく

キキエド

パナミ川 I付近と忠われるので十分注立して調査したつもりであるが，遂に再び同化石を探

集する事が出来なかった司

その後池上茂雄，服部幸雄や草者等により Toucasia carinatavar.orientalisNAGAO が

三~) ，に U. ::1.(;) (;)
fl. j られだ。なお，その他筆者は Pseudocyclammina sρ. ， Choffatella? sρ. ， Thamnasteria

にoens!s EGCCHI, Cornalia?sρ.， .Nerinea ゆか，乃Jcnoporidiz:;n lobatumYABEetTOYAMA,

Lithothω世間iun; sp., Lithothamnh:m?sp. 等を追加している。そして，従来 Aptian 期あ

るいは Aptian-Gault 期と考えられていた本石灰岩に少なからず「烏ノ巣石灰岩式 J の要

素のある事を指摘しそれらが耳悶産のものに比して型が皆小さい事を記しておし ( )tこ D

今次の調査では，新だに Poly ρhylloseris? sp. を追加する他， Comalia?sρ. としたも

のの横断 nu には以 l清から重要な疑いがあったので，再検討を行った結果乙れにも似ている
**キヰミ

が寧ろ Heterocoenia? sp. と見倣するのが妥当である事が明らかになった。ぐ第 IV 図版:京

l 図，事 V 閃!反第 1 閃〉

*Martin, K.;1889.Untersuchungen li.ber denBau von Orbitolina (Patterina

aucht.)vonBorneo.Samm!.Geo!.ReichsMus.Leiden.Ser.I, IV.209-232 ‘

料 Fritsch ， K.von: 1875.EinigeEodineForaminiferavonBorneo.Palaeontograｭ

phica Supp!. III, 144.; O.trochus の方は 1~ 5z HH(T) Barremian 種である O.

bulgarica に似て ν るといわれる 77) 。

***矢部長克博士 D御記憶によれば奔茂尻駅から約 2km ほどで小沢の中にーす入った

ところに石灰岩‘があって，その下盤から得られたものであるといわれる。従ヲて，本

図幅には記されていない未確認の Orbitolina 石灰岩がパナミ川附近にあると思われ

るので，今後の調査者のために附記する。

件料 東北大学工学部鉱山学教室，江口元起教授による。
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上記の化石を産地別にして示せば次の第 2 表のようになるD

第 2 表

123456

藻類

八店ρiうonoρhyx ramosumYABEetTOYAMA

PetrophytonmiyakoenseYABE

Lithothamniumsρ.

Litho ωth αωF

p:.ザvcnop うori d.めtω 骨1 lob αt初μm YABEetTOYAMA

Gi汐rvαnellaα? s1ρう.

有孔虫

Pseudocyclamminasρ.

Cho./fatclla?sρ.

x xxxx

x*

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

x x

ﾗ

Orbitolinadiscoidea ・ conoide αvar. ezoensisYABEetHANZAWAI xxxxxx

Orbitolinaj，ゆ仰 ca YABEetHANZ.A:WA x*
瑚瑚虫

ThamnasteriaezoensisEGUCHI

Tham.sρ.

Heterocoenia?sp.

Polyphylloseris?sρ.

海胆

Cidaris?sp.(Spine)

二枚介

Praecaprotinayaegashii(YEHARA)

Toucasiacarinatavar.orientalisNAGAO

x x

ﾗ

ﾗ

x x

ﾗ

xxxxxx

x xxx

x x

Ostreasp.

巻貝

Nerineaspp.

1 富良野町，馬内川支流小屋の沢

2 富良野町，馬内川支流吹雪沢

3 芦別市島ノ下降道北

4 芦別市大谷川丁場附近の三個

5 芦別市滝里南，パナミ川の南

6 芦別市滝里南方約 2km 作宇野正敏採集石灰岩及び下盤の頁岩中〉

ﾗ

以上のような生物群の生活環境は，とれを現在の熱帯の珊瑚礁に比較する事が出来るで

あろう。もとより石灰岩の状態は本格的な珊瑚礁には速いものであるが，とにかく，透明
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度のi官iい，高水温の浅海であった事は容易に考えられる。

豊富な Pachyodont Bivalve(弔 IV 図版市1， 2[司，第四図版第 1 区l 参照〉の産

出から長尾巧は Tethys 海の Urgon 相である事を説き ， Rudistes の産出の示す示相的忠

義を記した。北海道産を含めて本邦産の Pochyodont Bivalve は何れも小型であって，

*これはまだ， ].H.F. Umbgrove に徴すれば赤道を遠く離れていた所のように忠われ

る。

そしてその内の)':1Jノ巣石川£，l\ ~J の要素を了烏ノ巣石灰岩 J のものと比較して見ると，

オノレピトリナ石川岩のものの方が皆小型である事は，水温が低くなっているか又は他に栄

芸を悪くした原因があった事と忠われる D 蝦夷 J也向合 i 中におけるオノレピトリナ石灰岩の分

布を見ると，この細長い， しかもおそらく南部のみで公海に通じていた湾入の形態をとっ

たと j品われる蝦長地利江の公海に近い方 1/4 かそれ以下の何回にしか分布しなく，本域は

ほとんどその北の末端に近く，石氏岩の発達は山市図幅とは比較にならぬ程悪く， レンズ

の個々の大きさも著しく小さくなっている D

本石川岩は打っと稀にごくかすかに油臭を発するものがある D

島ノド頁岩帽の厚さは馬内川ではおよそ 730~750m 程で空知川沿いの IVT では 880~900

m を多少上廻ると図上で推測されるが，空知川岸の露出などに見られる小摺曲の状態など

から推定するに，少なからず臼過見積りをしているようである。

馬内川支流銅山ノ沢では山市図幅内における優白岩の延長が本屑を貫く所が見られる

し，馬内川支流小屋の沢にも 2 カ i~JT 見 ι れる。

ii) 中川層 [MYl-3]

付) 笠森沢砂岩礁岩層 [MY1]

1936 馬内川頁岩層(基底部〉 橋本 百(f i)

1936 存茂尻頁岩層(一部〉 橋本 RG)

1953 笠森沢砂岩礁岩層 橋本豆町

模式 l止は山 mj['S]ip 面内，芦 ;§iJ 川支流[I芙別川(ナキぺンペツ J I[)支流笠森沢で，模式地から

の東北方への延長は，多少暗い同色の砂岩と疎岩からなり，馬内川本流では空知層群主夕

張!凶の奈英川チャート同を有い，同支流小屋の沢では蝦夷層群富良野屑の島ノ下頁宕)凶を

?買う。その後断国で多少ずれるがなお東北に向い&642 m f>H;iiの山を作るD

島ノ下i%S道の北のオノレピトリナ石!死宕のある NTの北の小沢のほとんど頂上に牒白砂岩の

*Umbgrove,]. H.F.:1947.ThePulseoftheEarth.MartinusNijhoff, Haugue.
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基底をあらわし北に向いトプトエウ ν ュナイ沢入口で，かつてはオノレピトリナ石灰岩)凶

半近くに来る砂岩と誤認されだ砂岩につづくようである。

先に示した奔茂尻発電所上流カバネリウッカのソーキプオマナイ沢の，落合間近の斜交

不整合の見られる所で下部に多少の礁を有するか細疎岩を伴う砂岩Ji'E lcM?る砂岩に富む砂

不整合の模様はJ子児〔第四閃ili~第 1.2

図〕に示しだ通りで，特に写真に示した操岩部は松本達郎が示した主夕張川における不整

岩と砂質頁岩または頁岩との互層となっている c

合部を小規模にしただけでまことに良く似ているC 不整合面はカパネリウザカの滝(奔f立

尻発電所上流の鉄橋の北の小さな滝)の土の川の中の小島に初まり左岸の山の方に向う

が，再び断層で繰返され今度は右岸に露出し，三たび断層で繰返して右岸に現われ，それ

が河を横断して写真に示したソーキブオマナイ落合七五の河中の露岩を経て左岸の露出に

つづくのである。附近の見民間は次に示す通りである。

¥)
ア-でリ

削工三与柑 J
一、、./ I N45E/1/

λ\ 1// ムゐ
¥'>/' 11)\"芋 I) ウ j

030 ぷ\\的 01ル， /MO

令ねて法 Mんづ
ML:. マ\\声、逃企

YQ ぐで九て

[ゆ

VM15E;

'滝宝

唇

一

山

右

一

層

棟

一

層

岩

岩

一

岩

官

同

砂

一

賀

川

沢

一

下

内

恭

一

ノ

馬

笠

一

島

E

V

一

Z

M

M

一μ
'250m,200

a
〆'50

A
100
A

図

50
A

。

第

地!討の厚さは馬内川では 2S0 ill 程，共有地の沢入口で、は 300m Il日後，カパネリヴッカ

附iiiでは 300~350 ill であり ， n燕岩の発達は共有地の沢以南において著しくなるo

際岩の礁は主として円形の放散虫遺骸を有する対色や-古色のfit岩や，空知)再群のねl色岩

類の円礁が主体で荷に赤色のものもあるが，牒岩全体が緑色かかって見え，礁の大きさも

大は日ノヌ南瓜大になるものも掃にはあるが，多くは馬鈴薯大以下で，小屋の沢では亜角牒

に富み頁岩礁に富む部分も見られる。小屋の沢では石灰岩礁の小さなものが見られその内
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に Orbitolina discoidea-conoidωYABE etHANZAWA が発見される D 1股沢の転石では

保存の良い Praeca ρrotina yaegashii(YEHARA) や Thamnastcria ezoensisEGUC 引を

包蔵するやや大きな石!必岩塊が見られた口

穆が;物は富 IIi] 砂岩層の砂岩と似て，酸'i l[: 岩類の分解物が多いようである D

小屋の沢と馬内川本流では優白岩に貫かれている。

(吋馬内川頁岩層 [MyzJ

1936 馬内川頁岩層(除笠森沢砂岩礁岩層) 橋本 豆町

1936 存茂尻頁岩層(一部) 橋本亘(j)

1953 馬内川頁岩層 橋本豆り

模式 i色は本|司幅内， 'II守良野田 Jと戸別 iii との j立をする馬内川(空知川支 j~D の I~l 御料林道

の橋のと流からと jfrf ， Ijlj 攻の地~~の露出まで。模式 I止の大部分は走向谷であるから，ガロ

の沢~小尾の、沢の断而[や，二股沢落合からーと流に良い住状図的露出が見られる。

塊状 [I古灰色泥岩を主とし， 1I !1 に細粒砂子?と薄版状互属をなす D 主夕張川上流においては

松本達郎や長尾 t"~i--· ， 小tl rF"! 照，泊勾純俊は，このような互属部を取上げて岩相的に更に

川

区分しているが，山部閃幅で、もそうであったように，本図 i福でも，調査の精度から，これ

を取上げて，細分しだ地買閃を示すには 1j-~らなかった口

比較的化石を産する事が少ないが，それでも有完 uな示準化石を得ている D

模式地では:股沢の上流で，山部~幅との J克に泣い右岸の小沢の滝の下の転石から

Desmocerasjaρom ωS YABE を何ており，ガロの沢の下流左岸からは種属不明の三枚介

を含んだ泥灰白団塊を得た。芦別 ilT 野花南，落辺川合流点より下流の空知川本流右岸にも

泥灰岩団塊は可成発見出来るが，三官 ?i は 1 個も化石を得なかった。併し，明治鉱業株式会

社土芦別鉱業所には橘彰一校 filii が探察した非常に特徴のある菊石の破片が蔵されている。

落辺川 45 林班の沢では Inoceramus yabeiNAGAO et MATUMOTO や Inoc. aff.

hobetsensisNAGAOetMATUMOTO, Inoc.aff.cripsiMANTELL, Phyllocras?sp. を産し

だD なお， j竜里駅両方の同鉄線路南の序ーで Pecten sp. を得ている事はすでに記した。

と述の化石のほとんどは泥岩の rt r に産したもので ， j)即死岩団塊は，ー;良野脳中よりは多

く発見されるが ， iii] 河何と比絞すればずっと少なし、。 l~{j塊の種類も百良野)回の項に示した

ようなものが多く，しばしば Cone-in-cone を作なう比較的大形の平円収またはレンズ形が

??通である o T行によって団塊(.: 't~l; むTiff もあるが不思議に化石を含まないものが多しヨ。しか

*長尾捨ー，小山内照，酒匂純俊， 1953: 大夕張図幅.北開発庁.
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し浦河層型の球形や楕円体形で表面が淡黄褐色になるものも多少は見られる。

山部図幅内において鑓層となった凝灰岩層準は馬内川流域には不思議に追跡されなし )0

a方落辺)1\支流において本屈に対比した地屈には非常に雲母片に富む凝灰質砂岩がある

し，空知川本流沿いの，奔茂尻発電所から下流では数枚の厚い凝灰岩が発見されるむ後所

では下位から 4 m, 15m, 2m, 10m 程の厚さのものが認められる o

本屑の分布は，地形の項にのぺたタ映山地区の周囲を取巻くように分布し，特に東南と

北西によく発達する c 東南部はすなわち模式地で，東町は共有地の沢(トプトエワ ν ェナ

イ沢〕の入口近くに少しく見られ，北部はカパネリワッカ附:l5:に始り，西北は野花南附近

から矢野沢(濯 j既用貯水池の沢)からノカアン川にかけて見られる D なお落辺川奥にも良

い露出があって，産出化石から見て浦河層群下部 CUyd とするよりは寧ろ木屑に入れる

方が良いと考えられる D

地)曜の厚さは模式地では最厚 1，700 m に達すると見積られる。

馬内川中流，及びその支流小屋の沢では細し 3優白岩に貴かれ，特 1[ ，1腎内川本流の上流の

方のものは近入体の幅にひとしいような厚いホーンブェノレス帯を生じ，その部分をすぎて

もしばらくは泥岩が多少赤味を帯びている。

付近藤山砂岩層 CMY3J

1936 近藤山砂岩層 橋本亘(j)

1936 奔茂尻頁岩層(一部〉 橋本亘(j)

1953 近藤山砂岩層 橋本互角)

模式地は本図幅西南隅に近い近藤山 (877.0 m) に取られたが，近藤沢:股からと流全体

を取った方が良い o ド位の馬内川頁岩層との関係は本図柄内においては明瞭に観察される

毘出がなし )0 比較的良い露出は熊の沢であるが，そこでも地屑の連続が小さいために十分

良い地点とは言えない。奔尻発電所の上流右岸では N50E/80W~V の断層で、上下両屑

が接するが，そこの河床の所や左岸の露出では両者の整合関係がうかがえるであろう。 OJ

本層の分布 fは夕日英山地区にほとんどまとまっており，僅かに，空知川本 ift 洋 f定尻発電所

附;£Iと落辺川中流とその支流に見られる o

灰白色や暗灰色の砂岩を主とする地層で，厚薄の板状整層し「多くは 10-30cm 内外で

あるが n寺に数 m の塊状灰白色砂岩をもっ)，中~刺しヨろいろの粒度のものがある。叫に泥

白岩を混えやや薄層の互層をなし，いわゆる佐久屈に相当する岩相を示す。

当域では化石の産出極めて少なく，僅かに落辺川本流では菊石破片とともにか oceramus

sρ. ， Ostreasρ. を産したのと，野花南駅北側払設渡舟場の左岸下流{員 IJ に見られる互屑の泥
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質岩部から，芳j石破片，小型海胆等が発見され，そのすぐ上盤の砂岩や砂質泥岩からは

PalaeodietyonmajusMENEGHINI(ヒラアミモ〉を得た a 立派な標本は厚い堅い砂岩に付

*着してし)るため現場に残しであるD

大石三日ISは服部幸雄，池上茂雄の両氏拾得になる砂岩の印象が Sigillaria tessellata,

Cephalites maximus, Palaeodietyon に近似な外見を呈することを報告されたD 拾得地は

富良野町田方 8km 尻岸馬内川上流と言われる。このものは後に郡場寛，三木茂により

PalaeodietyonmajusMENEGHINI である事が確認された D

今次調査にあたって，馬内川支流二股沢中流において非常に保存の良い本化石の大きな

ものが付着している砂岩転石を発見したが，持出せないでいる D その原産地はおそらく近

藤山の側と推定している D

さて，野花南の産地は，北海道では始めて産出層準の明らかにされたもので，おそらく

佐久層準，近藤山砂岩層に相当すると見散される D 地層は多少西へ逆転しており，本化石

は郡場寛，三木茂の記載しているように，紀州産地と同様，地属の下面に対して亀甲状の

輪郭在日が突出している臼

なお両氏によればヒラアミモは河口，入江等の半鹸水の養分に富んだ底面に生活し著

しく大形に発育し得たが，しばしば波浪の擾動を受けたらしく，大形のものは勿論，小形

な連生体でも禄が大抵破られている。 Ji u ヒラアミモ生活当時の気候は現在よりもやや暖か

った。 J と考えられており， IT'生育地の水深も一定範囲に限られていたらしし 34 と推定して

p るo

当産地においても，砂岩は炭質物の縞を有し，泥質岩との境 lこは，生体遺痕のようなも

のが多量に見られ，砂岩が普通に整層している所にはやや大きな，だが周縁の損んだヒラ

アミモが発見されるが，砂岩が甚しく波状(ポーノレを無数におし込んで小円形の凹明をつ

くったような〉堆積をする部分 lこはあまり見られないように思った。

そのほか，共有地の沢(トプトエウシェナイ沢)において筆者の得た材木は島倉己三郎

により Cゆressinoxylon sρ. と鑑定されている D

本店ばポンノカナン川以北では急斜しているが，それから南では次第に傾斜が緩くなり

夕|嘆山を中心には1O ~20° 内外のゆったりとした摺 l出を示す D ただ野花南岳断層寄りに

は，急斜する小摺曲をもつようになる D

* この産地は明治鉱業株式会社橘彰一理学士により御教示を得たものである。記して以

て謝意を表すD

円
iq
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iii) 浦河層 (UYI-UY2J

本属に属する地層は図幅西南隅，野花南岳北方に断片的に小区域の分布が見られ，滝里

附近にややまとまった分布がある。中部に砂岩層を有し， J二下に分けられ，化石的にも区

別される。筆者が先に奔茂尻頁岩層とした地層はいろいろの層準.のものを含めていた事が

明らかになったのでそれを整理し，一部新第三系と誤認されていた地層を追加する口

付) 下部泥岩層 (Uy tJ

1936 奔茂尻頁岩層(一部〉 橋本豆町

1936 鳩ノ沢挟炭層(滝里附近のものの一部分) 橋本豆 II)

下部は近藤山砂岩層に整合するものと考えられている D しかしぶ図幅内には両苫の重り

の見られる所はなく， しかも多くは断層で接している口

主として黒色の泥岩からなり，下部には砂岩を混じている。泥岩中に Inoceramus

uwajimensisYEHARA を産し，滝里東北，パンケテ vマ支流で得られたし，本図柄西南

隅の UYl の延長に当る，上芦別図幅内の咲別川本流においても，今次調査並びに清水勇，

田中啓策，今井巧により共に得られている。両所とも砂岩薄層を多く介在する。特に後所

は薄互層をなす。

奔茂尻隆道の東では，モメた馬内川頁岩層の上に 30° 程の傾斜で衝上する主として泥岩

からなる地層がある。その内に Belemnite が発見される D

本衝上はほとんど地層の成層面と平行して行われており，しかも衝上回にそって蛇紋岩

礁や古期岩礁を散合したり，時にそれらを大量に方解石で穆結した蝶岩塊様の外観のも 3

を律 j上面から多少離れた所に，ポヅポツと含有している D 良く見るとそれらの大塊も泥岩

内で回転させられたことが明らかで， 1鬼の周囲には塊を中心とする同心的なモメが出来て

おり方解石脈がその割目を盟めて発達している o

従って十分注怠深く観察しないと，衝とを見落したり，蛇紋岩礁の散含や l理岩状塊の存

**在から，新第三系の基底部と誤認する。この際:岩様の蛇紋岩を検鋭すると，方解石が一面

に多量に生成され，他を交代し，版温石は小脈状に残るのみである D 以泥石は布;褐 ~;;R 色~

褐色を呈し，方解石の中心部に残品状に残る口クローム鉄鉱は部分的に多数散在し，男裂，

圧砕が行われ ， ~;;k 泥石化と優勢な方解石化をうけたものと忠われる。

このような方解石を穆結物とする礁岩塊はここから始って，奔 f立尻発電所東北の谷の中

や山を越えて落辺川の支流まで追跡され，この街上線が認められるのである D この街上片

*構造の項参照。

林酒匂純俊技師による。
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のブ口、y クにはその h却に厚p凝吠日ー部があるように見受けられるがそれが，月見砂岩層

の居準に相当するかどうか確められなかった。

地層の厚さは卜分確かではないがおよそ 450mと考えられるD

(同 月見砂岩層

落辺川交流(左岸市ーうえ:iJiD 奥と，日突別川支流 53 林班の沢(図幅西南隅)に露出するo

ピ白色但~l+l粒塊状砂岩出で厚さは l有では 320m ， 1日後，北ではもっとずっと薄くなって

いるようである。多少凝り〈質であるD

本問幅内では未だ化石を発見しない。

けとr~-じ ~J~~~居

IHi記砂岩層に整合し，南では口実別川 53~54 林班界の沢から北方， 51~52 班界沢を経て，

近藤沢に遣し，西は断!討で近藤山砂岩Mに接し，東の北半は断層で新第三系の牒岩に接す

るD 北ばポンルぺ ν ュベを中心に見られ，主として黒色の泥岩層からなる。

ポンノレベ v ェベにおいては附図(市刊図版市 2 悶〉に示したような見事な Inoceramus

an叫んusensis NAGAO et MATUMOTO を産し， 落辺川上流部においては Gaud ηceras

tenuiliratumYABE, Inoceramuss戸.を産した。

地層の厚さは知られる限りでは jゴ'1= 450ill はあると忠われる。

日芸別川支流 j目玉沢のポ台北天注目詳として悶示しだ部分の下部には本屑ではないかと思

われる露出がある D その部 j子の見取図は天 l主!凶群の項に示した口

iv) 函淵層存在の可能性について

ぷ屈については先に記したようにポンノレベ ν ュベの砂岩転石と称するものに保存の良い

Inoceramusschmidtivar.rnirabilisNAGAOetMATUMOτoがあるのを見たので，この

方面にも本店の発達している可能性が考えられ，今後の調査においてはト分注志する必要

があるD

(4) 幌内層群( I古市三紀) CMh~Mj2J

ヰ:1凶群に入れられる JlL Ire] は総べて !'Xl~ Riの北西隅に発達し，従来，あるいは幌内層または

川端屈と言われ問題となって来たものである。最近北海道炭砿技術会における現地検討会

でも，天狗沢町、t.iiJ:のド {f\jn 凶が!院内屈である事が言われて来ナこが，上位の挟炭部を以て，明

らかな新宿三紀海棲介化石を産する J山屈に整合すると言われる問題に関しては未だ定説を

得ていないようである。

田代修一，高尾彰平の著書においてもなお全部川端屑として取岐われており，沢田秀穂，

小島光子ミが幌内)出から天塩杭までの地図が整合すると記したのを始めとする D 清水勇，田
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中啓策，今井巧は幌内層として取扱い，浅野清は有孔虫から幌内階の上部の二化石帯を含
1, SI)

むものとし，これを幌内層とするか紅葉山国の異相とするかについては不明であると記
4S)

した。最近では坂倉時彦もまた幌内層として取扱っている。しかしその有孔虫は Plecto-

frondicularia 群で，紅葉山層に多いもので，幾者別以北の“ I院内居"の上部に知られる化石

帯の要素である。従ってここでは紅葉山居に対比して，敢えて上戸別図幅と異った取扱い

をし，以て今後の調査者に問題のありかを示し注立を引こうとするものである D

1/5 万程度の地質調査の精度では沢田秀穂，小島 jt 犬の行った詞査以上のことは出来な

い。しかも露出の悪い所であるから，概ね両氏に従って，その示された地質図をもとに野

外で照合して見だ程度であって，両氏の残された問題は今もって解決し得ないでいる o

41)
次に大石三郎，藤岡一男が落辺]l[から Woodwardia EndoanaOISHIetHUZIOKA を記

載している事である。同地は Compton 伊hyllum NaumanniNATHORST を産したり，外観

的に“所謂川端層"と忠われる地層が分布する地域であるが，かつて宇野正敏も同地に芦

別挟炭層があると記した所から見ると，あるいは木地質図にオチンベ層として示した地域

内に古第三紀層が混在している可能性も考えられるD 構造的に庁類すればオチノンベ川第

三系地域は上芦別図幅の野花南断)討のすぐ東の地械に相当するものなるが故に古市三系の

分布が考えられぬこともなし >0

i) 天狗沢層 (MhJ

1952 天狗沢泥岩層 沢田秀穂，小島光夫31)

1953 幌内層(一部) 清水勇，田中啓策，今井巧九 1)

模式地天狗沢，上芦別図幅東北隅天狗沢入口附jJJ:iこ標式的に発達する[I古ば色収状泥岩層

で風化すれば黄褐色を帯びた灰~灰白色を呈するo 部分的に巨大な泥灰岩f;j(を合有する FJr

がある。

上位屈との境近くに 1， 2 枚の薄い石炭を介在する D

,,1)
沢田秀穂， 小島光夫は AciZa sρ.， Neilonella ρoronaica (YOK.) , Trochocerithium

wadanum (YOK.) , Venericardiasρ. ，の他に有孔虫，長 l、鱗の発見される旨を記し，及川昭

3S)

四郎も魚、鱗，有孔虫の他に Cyclocardia cfr.dodairensisHATAIetNISHIYAMA, YoZdia

sρ. の産出を記している D

下位層との関係は本図幅内では見られなく，断層で白 TJH 系に接するが，上戸別図幅内では

平岸合化石層に不整合 lこ重なると言われる?沢田浦，小島光夫 iこよれば J享さ 350m+ と

測定されている D
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ii) 広瀬沢層 (Mj2J

1952 広瀬沢泥岩層 沢田秀穂，小島光夫九1)

模式止はiヨ北l持歌志内医lip日の東南|塙のぺンケ川支流広瀬沢である。

![=;お 1は上記の jく狗沢同に似るが，その間に厚い灰色中粒砂岩を挟在するD メド図幅左上隅

において左から 3 カ所の廃坑の記号のある東担I'の厚い砂岩をその最下のものと見倣した。

ド1 {-'~h:~; とほ整合する。 日立た4との関係は天狗沢の北向支流には 3 本とも入って見たが露出

忠くが見られな l '0 沢田芳和，小島jけ:によれば上位層とは整合すると言われるo

下出j[[ く(=:.(土，連続性のあまり良くない石炭層が 3 枚認められており，その中から

Metasequoia, Fagus 等が知られた。

介化石としては Venericardia sp., AriZasρ. ， CorbicuZasρ. の他に種属不明の Veneridae

が見らわるし ， Balanidae もある D 有孔虫も多く含まれており，野花南北方の廃坑の記号

2 カ f~T のうち，北東の方の fiT; では，石炭の上盤につづく所からも下盤につづく所からも

Plcctofrondicularia 等を得てし 3 る。

地1:，，;の厚さは沢田秀穂，小島光たによれば 450m+ はあると l~ われる。

(5) 天塩層群(新第---::紀) [Ts, TSl-2J

新宿三系の段下 l'flS は広瀬沢 Jiせと整合すると言われる海成屈でぺンケ川屈と呼ばれ，一方

:~'';/)2: ~H であるオチノンベ屑があるが両者の重なりは知られていな l'o その他，以前に鳩の

沢松此)肖!と呼ばれた地)凶や， ~柴岩を主とする地層，あるいは含介化石黒色頁岩層等の断片

的な広出が図版内の各地から知られている D それらを未分離新第三系として示した。

i) ペンケ川層 [Ts r]

1952 ぺンケ川泥岩層 沢田秀穂，小島光夫 ~)l )

ろ:[ス111吊北隣 ):r!)~図柄丙 :~I科のぺシケ川i~UD~で竹原沢落合から上流を模式とし，本国I福肉

を jiiれる竹原沢(水線記入せず)に模式的に発達し， 山ノ本iド三沢断)尉討(弟 3 閃閃!収反参!照1開託む〉 の西で

は l下ド、J乙什勾へ'I'もV〆(七μ[七V、J川『

うである o 閃i陣内では竹原沢の蛇紋岩記入位置 cl司隔西北隅)附j£iでは，竹原沢の右岸

から多量干の比紋岩のirPfU しが見られる Jifrから，沢田芳穂，小島光 t:がスケザチを示した，

蛇紋岩との不整合;，;:r，;が，竹原沢右岸にまで達しているものと見倣したのである。

なお不整合の}JJ疋却に見られる蛇紋忠のブレークを有する砂岩は尺狗沢の市八支流にも

見られる己

岩千円;土主として造庄内の晴夫色~虫色jlt岩や砂質泥岩で蛇紋岩との不整合面附jJiには蛇

紋行ブンークをもった暗灰色の砂岩がある。最上部には多少緑色を帯びた中~粗粒の砂岩
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層があって，その内には豊富に化介石を産する部分を始め全層多少の介化石を散合するo

Macoma sρ. ， Yoldia “ sagittaria" YOKOYAMA , Y. Sp. , .l\ダercenaria “chitaniana"

(恥1AKIYAMA) , Chlamysaff.coshibensis くYOKOYAMA) ， Ch.sp., Pectensρ. ， Glycymeris
日1)

sp., Dosiniaaff.odosensisNOMURA, 1¥1!ytilussρ. 等が沢田秀穂，小島光夫により記され，

また石炭層こそないが，植物化石としては Comptoniphyllum Naumanni NATHORST,

FagusantipojiiHEER 等も得られたと言われる D 天狗沢の奥で筆者の得たものは Yoldia

sp., 1¥1!acomasρ. ， Pectensρ. kimuraiType その他である G

屑厚は 350m+ と言われる。

ii) オチノンベ層(新称) [Ts2J

模式 j也はオナノシペ川下流アイノ沢落合附近から下流 D

地層は相当に錯雑しており，屑厚測定，全居住状図の作製は行いにくいようである D

かつて坑口をつけられた炭屈を介在する砂岩泥岩互屑で，一部には雑然とした礁岩を有

する。その中には海棲介イじ石が見られる D

故渡瀬正三郎は第一支流から Compton 伊hyllum を得ている。高橋克太郎は落辺川中流か

**ら Comj りton 争hyllum NaumanniNATHORST, FicusNagaoiHUZIOKA, Fagusantipojii

HEER, Mytilus sp. を得ているし， 中村穎三宇は野花南大橋右岸で Metasequoia japonica

(ENDO) , Zellwωa sρ. ， Rhamnus?sp. を得ている他，落辺川口で Corbicula sか， Ostre α

sp. を得ている D ここの Ostre α は礁を造るもので右岸に大きな塊りをなし，貝殻石灰岩

様になっている D 宇野正敏はオチノシベ川南方空知川右岸から Trapa bor ぜalis HEER を

記載している D 制1原才市， 大島徳、故等も Sequoia langsdo がi (BRONGN ふ Buttneria

ネキキ

aequali/alia (GOEPP.) , Acergiganteum, Fagusant 伊ojii HEER , Ulmus sρ. ， 1¥1!acoma

sp., Neptuneasρ. ， OstreagralJitestaYOKOYAMA を{号ている。

本層に産する植物化石は大石三郎，藤岡一男により川端期を示すものとされる。

iii) 未分離新第三系 [TsJ

この名のもとに一括され図示された地層の内最大の面積を占めるものはかつて鳩ノ沢快

炭層と呼ばれた地層で，その他分布地域毎に記載する D

*故渡瀬正三郎理学士談D

林大石三郎，藤岡一男l:l)はこれであろう。

*料大島徳哉心)による D
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付) 鳩ノ沢居挟屑こ金山抹炭J?4

1936 鳩ノ ;g挟炭層(除く合白石質部) 橋本豆の

1953 金山挟炭層 橋本亘勺

模式liU手吉良野町三区鳩ノ沢で，かつて稼行された事のある炭層を介在し， ド部には蛇

紋岩礁を有し， Til:岩牒その他からなる牒岩を有し，市二紀冒と断!訴で接するD

石 j丸山のドイ立にー!なのホネ石様凝灰岩が見られJ支店追跡の手掛りになりそうであるが，

:itL:J:''iJiIHit し， r雫宕恥jや石炭屑との聞の居厚も確められていなし )0 なお上部には黒色泥岩国

が圭なり，問介化石を散合する iDlがある D 塊状で居周不明であるが相当に厚.いもののよう

である口民上にたきな砂17悶j史を有する茶褐色の砂'Gの~H4が重なる。}支店に伴なって

保存の良い情物化石を産する事があるD
?札 G)

始めは古:日三紀のものと考えられたが，後に f，E々保 tiL 湊正堆等によって新J万三系のも

のである事がiU~ らかにされたD

1-:1\'1.はト時;昨日前提I)~岩の正)J支をなす浮石凝灰岩を主とする地層に不整合に覆われるもの

と推定される。

(ロ1 宗!)~~~ノレベ νべ方面

ノレベネ/ベ交流及びヲ??児舟J也奥には新市三系の凝!必賀頁岩や黒色砂日rJ己岩等の露出があ

り，凝f):岩屑に覆われるように見受げられるo ノレベ νべ支流のものは今次調査では筆者や

小川設男のノレートマザプにある位置に再確認出来なかったが，奈英盆地奥では，昔の露出

が見らわず， J主に新しい露出が出来ており，種民不明であるが大形の薄い二枚介ぐMacoma

optivαYOK. ??)を多産するほか，二三の小型のものも見られる D

付加;見山任路~落辺川上流

落辺川r.;荒[こ発見される礁岩は鳩ノ卵大の瞭からなり，桂岩や輝緑凝灰岩)討の聞に断層

で出現するもので，東 il~ijの断層だけが認められる凸ちょうどその断層の延先に当るあたり

の部員;山任時←[二にも同じような内容の際岩の転石が見られるD この方はもっと角諜質であ

るョおそらく両者ば一つづきのもので，この方面の岩相と比較して新第三紀のものと忠わ

れる。

* **もしこれが新第三紀刊であるならばその出現機構を考えると，矢部長克が大夕張図幅(こ

ついて 1詑図しだような地史が考えられそうである。

*矢部長克， 1955: 5 万分 1 北海道地質 I£Q幅札幌 24 号「大夕張 J (昭和 29 年干 IJ)の

読図，北地要報吋 (28) ， 23~24.

料 長宅捨ー，小山内照，酒匂俊純， 1953: 大夕張図幅.開発庁.
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同 ポンノレぺ i/ ュペ~ぺンケテ乙/マ間

1936 ポンルペシェベ頁岩層 橋本互の

ポンノレペ乙/ェベ沢の炭」庇の住宅から上流の右岸と，邪見山任凶の下の左支 C ッミガマの

ある沢)には馬鈴薯大の礁からなる CII!iには日本南瓜大のものあり)牒岩に始る黒色目岩

層がある。左岸のものはほとんど棟岩ばかりであるが，右岸のものは主として黒色泥岩か

らなるためか後の調査者によって白型系とされているD

これは筆若により滝川尉に対比されだ事があるが，広くこの方而を見れば，それが新宿

三系の基底部であることがわかる。

なおこの礁岩の構成石集中には白~系の泥民質団塊が見られ， Inoceramus の破片や

Hamites? sρ. 等が何らねた。この棟岩の白宝系との不整合面は割合良く翫察される。

パンケテシマの下流で苦手:苛が見た炭質物を有する lili 尉や細角隈々岩層のとが再び見

出せなかったので，一応全部浦河村上部に図示しておいたが，乙この向引構造のと出を構 +

成する多少砂質の少しく軟かそうに見える地目はあるいは新市三系であるかも知れないの

で卜方j主立して再調査する必要があろう D

芦別川支流咲別川(ヒ芦別問中高内)で観察しだところでは Inoceramus uu:ajimensis

YEHARA を産する黒色泥岩層と， 新事三系下町との不整合は 3 1::1iこ百り検討したところ

では，喋岩層の直下にあるのではなく，その下の合陳砂l"Ti尼宕(撲を散含)の frtての砂 14'

泥岩の下にあった。従ってド方から見て来ると Inoceramus uwajimensis を産する地居と

整合に牒岩があるように見誤るか，あるいは，地層が目立に近いために，棟計屑の終ると

ころに断層を忠定するような事になるD

この経験を以てこの方面を見直して見ると，し功3にも新市三系になりそうな店居がある。

それが，ぺシケテ i/ マの入口に見られるc もとより化石が出ていないので今後卜分明冗す

る必要があるO

側近説沢

口実別川支流近藤沢，造材飯場のすぐ上流の峡谷部を作る疎岩があるo 主として辛い牒岩

と砂岩からなり，地層は下流{~lijでは E-W-N 6:JFj40-20N の綬傾斜であるが東百万向の

断層をすぎると東北に :~l~~\· し逆転している o 20m 足らずの牒散合黒色泥岩をすぎ再び 4

-5m 程の喋岩が 2 枚見られまた礁を散台する黒色泥岩が40m 程見られ，ちょっと五山が

切れてから始る黒色泥岩は凶理に直角に毛のように方解石脈が入り N45WjV と日i!定され，

それから同様な岩石が距離にして 300m 程つづき N 30Wj6:JE 位の断層で砂宕!日正ゴをし

そこから上流は江藤山砂岩層となる。
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先に記した咲別川の不整合面から推察すると方解石脈の入る黒色泥岩から上流，断層ま

でが114J河脳に属するもので，ちょっと露出の途絶える辺りに不整合面があるもののように

思われるD この泥岩!起の中から inoceramus の破片らしいものと単体珊瑚の破片のような

ものを得た事からそのJ占じが '}rt;l )0 下にノレートマザプを附しておく D

第 2 図 近藤沢傑岩部足取凶

「\)

ここの時宕には蛇枚岩傑を見ないし，一見li!]ll居(中部自民夷凶群)の基底疎岩にも似て

いるが，このFH;1iのナキ J 、ンベツ植物化石を有する亜炭 R~~のとに重なる厚い礁岩(上芦別図

幅)と比較するに，これにも比れ官時がなく，不「探宕と同氏である。

ぷj戸!の構造は傾立 !t~J ~~':である。

?&辺川 f，;立における疑わしいもの〔図に示されず〕

落辺川の二.股の上流に [QCJ として示しだは[互の市ではちょうどこの際屑のつづきを

追って来て氏りの自さのすを見ると [MY2J の地層の中にあって，現在の河床より

下[こまで降って行っているとしか守えられな l )0 併しこれは外観上軟かく，段丘棟層と区

別出来なくなっているだけで，ここに，断府間で“モミホグナレタ"礁岩H~iが段丘牒屑の

下にあるのではなかろうか。
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(6) 十勝熔結凝灰岩類(第三紀末または第四紀初期??)

i) 黄金の沢層 [TkJ

1936 鳩の沢挟炭層上部の凝灰質の部分 橋本豆 C)

の
先に筆者が鳩の沢挟炭層の記述をした折 lこ，了出鼻沢においては ， i手石を有する凝灰岩や

凝灰賀砂岩頁岩等から構成され，著しく肱しユ陳 Tl 砂岩を 2 枚扶在するものが沢の入口(こ近

く存在し，その西に露出する挟炭層と直接の接触の見られない特殊の累屑であるが，今は

扶炭層の上部と考えておく J と述べだ:!t[£屑は，山部図幅の調査から昔時の記憶をたどると，

黄金の沢屑に相当する層準と岩相と思われる G 埋蔵氏量及び炭白調査に当つでも，今次調

査でも，その地屑を再検討しようと試みたのであるが，遂に昔 II守の露出を発見し 1号なかっ

たが，卒業論文の資料からその位置を記入しておいた。

ii) 十勝熔結凝灰岩 [TO

1936 石英粗面岩 橋本豆 C)

1933 流紋岩 橋本豆ち)

1954 富良野泥熔岩 石川俊夫 17)

1955 富良野熔凝灰岩 湊正雄:2 G)

1955 十勝熔結凝灰岩 佐々保雄，橋本豆他 1:»

山部図幅において流紋岩として示したものの北方~のつづきで，その本来の性質が熔結

17)
凝灰岩である事が石川俊夫により明らかにされた c

一見全く流紋岩様を呈するものから，灰分に富み，凝灰岩然としたものまでいろいろの

段階のものが見られ，全く熔結性を示さないで浮石賀凝灰岩そのままのところもある D 富

良野町西北の清水山の東南麓のアザ、ンュプロザク製造所の原料採集場はこれで，すぐ左右

ゃ，下盤は火成岩然としたものに近いもらである o これはおそらく熔結凝灰岩の去百に近

い部分が熔結性を失う現象を示すのであろう。

富良野線の本図幅内北端に近い谷聞における火山氏様を呈するところも同様な位置を示

すのであろうが，図幅北端の江 l院からノレベ i/ べ支流の方にかけては(本図 l幅外となる〕一

面に厚い凝灰岩となり熔結性をもった部分が見当らなくなるのは噴出源から遠く離れた部

分を示す現象のようである。

ノレベ込/ベ支流や，奈英等でも，多少の熔結性はもっているが，布部方面のように浮石の

扇平化並びに球璃質化されたようなものの見られる部分から比べると，灰分の多い，ガサ

ガサの石になっている。

本岩は多孔 TIt で水を通し易く，山麓部には湧泉を生ずる D 風化物は土壌侵蝕を容易に志
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起し，この地方の農業，土木上の一つの重大問題とされている。

ヌド凝り(岩は部分的に多少岩質の差があるらしく多国文男，津屋町、達は雲母j荒牧岩，主母@

角「句石流土居，輝石・角閃石市[紋岩の 3 種を認めているD

富良野町西方清水山附近のものは雲母流紋岩に属し， l皮J由民や， I手石片と思われるもの

が流状構造を示し， jf長石，斜長石，石英が理品をなし，細長い黒雲母も見られる。石見

は蝕融されているものが多い。

本凝川岩ω~l出 11:]期については，鳩ノ沢扶炭層より若いと言う以外に直接これを知る事

が困昨である。間接的方法による推定の根拠はすでに地形の項に示した通りで，それらに

もとづけばおそらく第三紀末期の噴出と見る方が良いと考えられる o (地形のJ貝参:I:D

その根拠とするところを要約して示す。

ぐa) i 信託iii凝 1)(宕は北海道1+1央部Jこ広;IJ-L回 iこ分布し， t日'ljの J亨さをもったものであ
1:))

る。

Cb) その分布区 .b/~r 弓には 800 m , 700m , 6Dmの干売買が発毒すると言われるつな

お， i1 ftJj岩の!ってはそれより古い而に 900 m , 1,200 m , 1,400 m があるョ

Cc) 卜 I;M~t 占凝灰岩の下には谷底平野を有し，壮年的谷壁を有しだと忠われる地形が

ヘ木図版) 吋

if!!められている。その谷氏の r~ --3J さは，富良野盆地中，南部では 200m 前後である D

Cd) 空知川の白主系に穿たれた III長谷の i~IJ 而の，河市から 140~163 m の高さにある牒

居には，木古と少しも区別出来ぬ行が安山岩時などとともに見られ， lliJ~ 谷の入口に近い方

(すなわち本吉分布域に ;J1- い方〕には日礁が見られる D

(e) ト !jち熔桔凝灰岩に四められた地形而に関連し， しかもこのような高い棟居に入り

得る，同 JI~- で，かつ時代的に(，-い岩石の存在を近くに予想し得る理由がない。

(f) 今本凝灰岩[こ児められた i由形が 900m の地形面に若返って発達したと仮定すれ

ば，ぶ凝!記岩上の 800m の面が出来るだめには，始めに 700 以との上昇と次に 600 m の下

降を必要とする。このような量の基盤の fl'-[> 革はこの附近の同部的な現象とは考えられない。

(g) もし広汎固にこのようなは j卒があれば，それに相当する海成)討がどこにあるのだ

Jろうか。それが洪積世のものであると証明されているであろうか。

いまかりにこの 600 m の沈降を滝川 l替の海侵と結びつけたらどのようなものであろう

か。そこには流紋岩買の凝灰岩に富む海 IJX;屑が北海道的な拡りをもち，且つ奥地まで侵入

して，宰く堆積している事を知るであろう。
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(7) 第四系

i) 高位段丘群堆積物 (Qt tJ

本図幅内において現在の河床から 120~150 m 以ヒ高いところにある棟層をーおして図

示した。

ガロの沢(馬内川支流〉の奥に見られるものは一見現主の河床から多少高い疎層のよう

に見えるがこれはiE[藤山の東北の低いところの上にある疎屑に連なる!日近藤沢河川系の牒

層で，古期岩層の大きな疎からなる D

落辺川において落辺牒層と呼ばれたものも現河床からあまり高くはないが，これはポン

ノレペ ν ュベの方に連なる傾向が見られる。

落辺川下流の北方御料Ll J径路などに見られるものは蛇紋岩や変成岩の Ii 礁を有し，その

一部は天狗沢内の段丘や現河床礁に見られる古期岩の供給源となったと考えられる D

空知川沿いの高位段丘棟層は島ノ下の西の台地の上や，島ノ下限道の北のオルピトリナ ・

石灰岩の北，ポンノレぺ ν ェベ沢の*， i竜里駅の西南等にあり高さも 2 段くらし 3認められる口

島ノ下降道の北と滝里駅西南では安山岩礁を伴ない，流紋岩質熔結凝灰岩礁が認められ，

特に島ノ下隠道の北のものには 60cm を越える巨疎が多く認められる O

なお謂査に充分の時間があって，一寸した平坦な山頂でも上って掘って見たら，もっと

多く棟層の存在が発見できるであろう。ポシノレペキノェベ東方のものの一部は風倒木の根に

礁が発見されたものである D

ii) 三区磯層 (Qt2]

1936 三区磯層 橋本豆の

1953 三区磯層 橋本豆町

本疎屑は十時熔結凝灰岩の上に広く発達する麓郷田の形成後の扇状地堆漬物と解され

るD

北ノ峰滑降コースで見ると 500m 程度の高さまで達する亜角礁が見られ，遠く離れて富

良野町方面から三区の方を眺めれば，この附近に見られる分布高度と，傾斜方向のマナマ

チな隈居が一つの大きな扇状地の解析された残りであることが一見切らかで、ある o そして

それを解析しだ谷を埋めたりまた解析されて鯨岡牒居，島ノ下陳層，奥 rJIJ*~l を 1m める新し

い扇状地堆積物等が次々に発達して来た状態が明らかになる。

模式地は今記した富良野町三区であるが，中富良野村富問の山の肩のところにこれに対

比されそうな空知川内の礁層が見られる。これと先に示した高位段丘群堆積物とは，この

方が多少低いようである D そこからド流ではまだこれに相当しそうな牒層が発見されてい
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iii) 鯨同様層 CQt3J

1936 鯨岡磯層 橋本豆の

1936 島ノ下機層(一部) 橋本亘の

1953 f.%l 同操層 橋本豆町

山部凶幅からのつづきが北ノ峰沢の Y~ に現われ状地を形成し三区に追跡される D 古井

農場の谷の出口や，島ノ下でほ休腎の~\:j~泉;1J:のある傾斜出，馬内川をはさんでその北の

畠のある台地の高 l' 方，富 I ，i~ の台地等を作る。場所により 1状E牒に店む

野花南の洪積世際 J凶を頂く台地の一番 ir=-I] いものが i也、らくこれに相当するであろう D

J:' ，ι良1小 fif.有地東方・のホヴプ園のある台地の探 l戸jは恐らくイ二回に対比されであろう。

iv) 島ノ下磯層 CQt4J

1936 島ノド傑層(大部分) i喬木豆町

島ノ下陳 r'~~fi は後に記す奥白 l利の谷を IIi! める !J 、j:I*Hf) 住積物と枢僅かの丙さの差をもってお

り?とれに少しく先んずる段 fT. である。市良野町三区鳩ノ沢から始まり，島ノドの小学校

のある台地，坂田温泉のある台地，富山 jの状 ilL 者英川口の高し 3方の状地，ペンケア

vマ沢墓地の台 Jill ，パンケテシマ沢口の高し 1 方の)'1):)え HL ノミンケテシマ~ポンノレペシュベ

沢間の扇状地より一段 I司い台地，ポンノレベ、ンムベ沢の中及びそれに連なる左岸の有地，奔

尺尻腿道東の台地， ~lf7tj 有では jtI 当区事務町のある台地より一段高い台地を作る D

落辺川や天狗沢にも，下の段丘から推して本棟屈に相当すると考えられるものがある。

上富良野市街地東方のホップ国の台地の下の万を禄どる力の白状地堆積物も本間と同じ

頃のものと考えられる。

v) 霞城磯層 CQt5J

これはノレベシベ支流の七五部に見られる陳脳で，現在の河附(岩石川-:)より 20 m ほど日

l' 布地のとに不規則(こ拡がってい三機層で，古明岩屈の小亜角礁を主体とし，地表 l(fl は，い

かにも， )レベシベ支流その他，叩児山脈方面に発する犬小の]f lの綬傾斜の日状地のように見

え，堆積もそう i手いものとは忠われないが，その里民にはあまり炭化はすすんでいな l功l ，

同平にされた小樹幹，樹 1主等を -57 呈に蔵する粘土質の屑准が同部的ながら見られる D

これを地形 II!I 的(こド流の万に眺めれば旭川良地の方に迫町、されるようであるが，旭川盆

J自門の ;Jt 積層のどの辺の回準に行くか下 iJっていないので，今まで記して来た洪積刊との|時

代の比較は保留される D
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vi) 富良野盆地内薦状地堆積物 CQ t 6J

先に記しだ島ノド瞭居よりは若いもので吉良野盆地内に広く見られる扇状地堆積物で，

富良野盆地の周辺部の山脚部にそって発達するほか， トHh 熔結凝!夫岩士広域に発達する旧河

川系をもとにしてできた谷間を.l: g[ めたり，吉井農場や奥御利の谷間を埋めている D

多くのものはその末端で低い階段を以て盆地内の平地に践するが，時に段をもたないこ

ともある o

上富良野市街地の西北には，後の侵蝕で山脚部の扇状地主体から切離されてしまった扇

状地堆積物が 2 カ所に見られる D

vii) 空知川峡谷内薦状地堆積物 CQt7 J

これは先記のものと殆ど同時代のものと多少遅れるもの等を含んでいると忠われるD

三医鳩の沢における綬p傾斜の問状地は明らかに奥御利のノ甲状i 0.:l'ft積物より若いのであ

るが，それが次に記す低位段丘堆積物と同じものであるか，そのとに多少の段を以てのぞ

む日状.tiLt町長物に対比するのが正しいか，今次調査の精度では l リj らかでないので，取あえ

ず CQt 5J と CQbJ に区別して凶示するととにしたq

奈英盆:±邑丙の回状地:lft積物は IV~ らかに Jι良野盆地内の扇状店堆積物と区別する必 ZE もな

いものであろう。

このような堆積物の細分が将来，空知川の先行性の部分と富良野盆JIQ 全体の地だとの関

連'II]:の研究を進めるための一段階として役立てば幸いである。なお今後の精査の段階では

空知川II皮谷内の各段丘の面や基底部の高さをおさえて追跡して行かなければならなし )0

viii) 野花南蝶層及び最低段丘堆積物 CQtsJ

空知川の下刻は，奔/~尻発電 ~frJ 二 ifrE のカパネリワッカの滝のととろを J立にして， と流と

下ifrE で量が異なっている。

ヌド層は島の下駅のある台地とその対岸の台地に始まる。根室本線はずっと 2-3m 前後

の低い本層からなる段丘の上を通って下流に行くのであが，カパネリクザカの滝の下流で

は，急に 4-5m の高さの台地の上を通る。野花南の水団地域の大部分はこの台地の上に

あり，なお 1-3 段が認められる D 野花南では表土を除き基底までは大部分砂利層で U，'j'に大

り

きな j土木を蔵することがある O これは恐らく山部図幅の低位段正に連なるものであろう。

本段丘の上には矢じりその他先住民遺跡が芳見され，野花南大橋の南には特に記念のた

めに保存されているものがある O

ix) 河床磁，氾濫原堆積物，泥炭等 CQtgJ

主な分布は富良野盆地の地去で，ほかには野花南から下流にややまとまった面積で図示
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されるものがあるD

河床疎は島ノドから上流，滝里附;i]:，野花南大橋から下iftf iこ見られ，砂利保集の対象と

されているD

富良野原野の大部分は泌炭地で，とれと周囲の山地から供給された土砂で，註J也の地下

は構成されているD その厚さは完全に確められていないが，上富良里子市街地大内井戸屋に

よれば，同 d]街地大通から西では 14m 内外で基盤の惰結凝l火岩につくが，北 28 号(江幌

へ行く近と旭川街道の分自主人口Hili) では 30m 以上あるといわれる口

道庁問拓郎では~7線にそって北 10 号附;Ii，北 9 号附近(以 h中富良野村)，北 7 号の

北(百良野町)の 3 カ rverに飲料水用撃井を行った。いずれもその主拾に達しないで!fir 日共
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粘質土

砂

粘質土

砂

粘土

砂

粘質土

砂 l 飲料水

青色粘土 、川Min
砂 |飲料 7l'z ¥'~54 .4 0

~49.50

~52.80

富良野町 No.1 (南のもの)

29.00~32.20

~35.80

~36.20

~36.75

~38 .4 0

~40.20

~48.90

泥炭

泥土(砂交わ

沖積土

腐植土

細砂

黒色土 l ガス|

粘土

砂

粘土質埴土 l ガス十

砂

。~ 4.90

~ 7.50

~10.60

~13.17

~18.50

~19.50

~23.40

~24.80

~27.0。

~29.00

司砂

6.0em

100.0

100.0

100.0 以上ヨシ

構成植物

火山砂

ヅゴケ

(ワダスゲ及び{也のスゲ類)

スゲ，ヨシ

土色

上部黒禍
下部禍

赤禍

禍

地去に見られる泥炭については瀬尾存堆の調査によれば次のようである D

中富良野村 中間泥炭土

層序 土色 構成植物 層厚

1 黒干再 ワタスゲ(ヌマガヤ，ヨシ) 21.0em

2 火山砂 6.6

3 黒禍 ヨシ(スゲ，ヌマガヤ) 27&0 以上

富良野町

層序

1

2

3

4

.]・

これらの泥炭土は土性区としては石狩北部泥炭系上川地医に属するとされる。

x) 火山灰及び十勝火山泥流 CQtl0 一図示されず J t

木崎の大部分を覆う火山灰は瀬尾春雄によれば十時巴火山灰B と呼ばれるものである
SO)

が， lid 司忍、の示した分布図では殆と、本域 lこは分布しないようである。褐灰色~黄白色の火

山砂である q 卜A)J 岳火山灰 Aといわれるものは大1£ 15 午の泥流によるもので黄間色で比

重重く所々に火山礁を混じ強酸性を呈する D

B 火成岩

a) 概説

イ:['%1 幅内に露出する火成岩は蛇紋宕とそれに伴う優白岩，輝岩，輝紋岩々脈に，枕状熔

岩である D いずれも弟二紀屑中に見られる D
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ず

b) 各説

(D 超塩基性岩類

(i)蛇紋岩 (Serpentine) (Sp.J

i引色塊状を呈し， it!!:表面ではしばしば風化して青灰色の粘土を多量に伴う吉くずれと

なることがある D 水磨されると容易に丸くなり，時には風化すると表面が赤褐色を呈し，

絹布石の偽 E症状構造を明瞭に示すものがある。

曽てが蛇紋化せる集塊岩?として示したものは暗緑~緑黒色の 5~8 emu 主任の小

塊となって多置の古粘土を伴うもので鏡下には概憤石の結品形をもっ蛇紋石，小量の非品

質，少しく蛇紋化しだ輝石等が見られ，徹 i覚石玄武岩から変化したもののように見受けら

れた。落辺川;~~四支流の上流にあって N300W 程の方向で塊状の蛇紋岩の間にある D

蛇枚岩の分布は北は図柄西北 l明の新沼三系の基盤として出現し，つぎにその東方で落辺

川支流アイノ沢土流に始り，断層で断られながら東々南に向う岩体があり，その東にまた

別のたきなものがあって，その内に黒色片岩を捕獲しており，東南に向う。先に記した蛇

紋化しだ撒撹石玄武岩様のものも，あるいは蛇紋岩中に捕獲されたものであるかも知れな

l~ 。ノレベ Vべ支流の上流域から奈英川上流にかけて数個の小岩体が知られ，奈英川の支流

のクローム鉱山のあつだ沢にも断層で多少ずれたー岩体があり，いずれも南北に近い走向

を限って配列している D

近入のlI :y 期はえ図幅内では l りJ らかにできないが， 白皇紀直上地変 (Epieretaeeous

*Orogeny) または後蝦夷地変に伴ったものと解されている。その時期は白皇紀末または第

三紀初期といわれるD

ヌド岩は北海道白全鉱床の供給涼といわれ，クローム鉄，石綿，水銀等の鉱休を伴うもの
λ吋

であるが，水域には砂金，砂白金，クローム鉄鉱が発見されているだけであるD

(ii) 輝岩 CPyroxynite) (Db]

馬内川峡谷入口の!日御料林道御料橋の右岸段丘砂喋屑の下に恒く僅か露出する主.~黒色岩

で，{也の岩石や i li!. R'4 との関係は見られない。鏡下では輝石の小結訂!の集合から成り，恒少

量の和]良い判長行が認められるほかに多少の方解石ができている。二次的な石英で填もら

れた裂日があっだり，岩石が全体として多少圧砕されたような様子がある o

t~i、ば馬内川頁岩 PI を貫いたものと考えだが，この附近が til 部層から成ることが!日らか

となっナニョ本岩[三民も ill い性質のものは山部図幅 lこ示した輝岩がある D それは明らかに主

*鈴木醇， 1933: 深川凶 I恒.
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夕張)習を貫きこれにスカノレンを生ぜしめているG 一方また次に記す多輝石輝紋岩にも;Jiい

点があって，山部層堆積時の火山活動に関連するものかとも疑われる点もある。

(2) 塩基性岩類

(i) 輝緑岩 (Diabase) [Db]

本岩として図示したものは，上に記した馬内川峡谷入口のものを除き，いずれも斜長石

の結品の著しく大きい形のものである。外観は塊状を呈し，やや IJ吉 l) 緑色を呈するが，長

石の結晶が大きくなると飛白状となって，特に風化面では淡緑色や緑灰色[こ見えるように

なる。

落辺川上流 lこ始り島ノ下の東に至るまで途中ちょっと断層で断たれるが，殆ど南北 lこ連

なって，周囲の岩石に多少ながら変質を守え，空知層群の上下の主夕張屑と山部屑の分布

地域の聞を占めて出現する。岩脈の中央部は著しく粗粒で周辺部では多少細粒となる c こ

の模様は馬肉川第一支流から熊の沢にかけての空知層群の間にもうかがわれるところであ

る。

*鏡下では完品質，坦粒で輝緑岩構造を有し，余l長石は総てソーν ェノレ石化し，仮像で汚

濁し長いものは1.5~2 mm に達し，中位のものでも 0.3~1.0 mm ある D 強l) 白形を有し，

曹長石，カーノレスパッド双品を示し，周辺 0.05 mm 程度に累帯構造が認められるD 絹雲母

化も多少見られる口輝石は青ざめた緑色，新鮮で Ophitic~Poikiritic 構造を取る。怪1.5

m以下であるD 緑泥石は青ざめた緑色や濃緑色のもの多く，輝石を交替している。チタン

鉄鉱は磁鉄鉱と Skeleton 構造をとり，径1.0mm である。チタン石の微粒も見られるD

(ii) 多輝石輝緑岩 (Augite-rich Diabase) (図示せず〕

奈英川峡谷の輝禄岩々脈の東の断層のところに見られる輝緑凝灰岩に伴うものは外観暗

色緑を呈し稀に黒氏緑色のものもあり，微粒致密で堅い。長石の微少結品のために梨地

に見え，鏡下では大小多量の輝石をもっている。先に示した輝岩に近い性質を示す一方，

その出現の状態はつぎに示す枕状溶岩や輝総凝灰岩を生じた山部層堆積期の火山活動に伴

ったもののようである口したがって枕状溶岩とともに山部層に一括して図示しだ D

(iii) 枕状熔岩 (P iIl ou Lava) (図示せず〉

不岩は芦別岳輝緑凝灰岩屑として，輝緑凝灰岩とともに一括して図示し，特にこれだけ

を別にしなかった。

外観は j農日音緑~黒緑色，椴密で，一見玄武岩様に見える重い堅い岩石である D 見事な枕

*酒匂純俊技師記載.
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状を呈するところと少しも枕jえにならないところがあるC ぶlLl幅内で枕状構造の良く見ら

れるところは割合少しノレベ νべ支流の上流，パンケテジマ，ベンケテシノマ両沢の一部ぐ

らいである。

鋭下では多くは輝総岩構造を示し，出長石化作用やエヂノレ輝石を生じたり，スピライト

イ七しだ it!))} もある D

その成因は塩基'11IJ~~';の海Eてにおける裂障噴出に際し，流動 l'lf: に;苛むピ;岩が海底に堆積

している火山町， 1必~ft:，軌泥または細砂中に liP入り~:令のため出岩況がちぎれ楕円体状と

*なって回枯しだものであるといわれるo

(3) 超塩基性岩類に伴う優白岩類

0) トロンニエム岩 (Trondhjemite) eLc]

1935 トロンニエム岩 鈴木醇川)

1936 石英斑岩 橋本豆町

/K77 は高内川本流とその支 jfi 釘tJ r沢，小屋の沢並びに吉良野 !HJ 西方北ノ峰沢土流に見ら

れ，いずれも!長白色相位 J鬼伏の巳巴 3岩石である D 風化すると多少褐色を帯びる。

風化 l市やイぇ麿 [m では !~jts 長石の宅 ffl のモグイックからfJ文り，特徴ある模様は一見して他

の岩石と医別できる。

いずれも小さな岩脈であるがその位買を示すぷ味で図示した c

鈴木叫によれば，白下では冗品目で，長石は恨めて正確に卓 f状結品をなし 1~ 1. 5 m m

の1間と1.5~3mmの長さの斑品そ成しだり，あるいは細粒として出るものあり，アノレバイ

ト式X~(I日 または県'帯構造を示し，An30土で Oligoclase~Andesineに属するものである。

新鮮なlI!yには包哀物をffみ，絹主ほ化作用の著しい部分もある。石持はII寺に lmmにも遣

するが，殆どが細粒を);)(し，斑f114間 に，特に斜長石の周辺[こ集まるO 大形のものは稀に正確

な前日となるが，多くは不規則jな外形を示し，波状消)tゃ二軸性を示すものも少くなし)0

有色およ物としては~':Jl~t石 最も多く，(也にiij刊 行もある。磁鉄鉱，葡萄石，方解石も認めら

れるD

C 地質情造7えび、地史の考察

ヱド峨のf自民構造はその東半音[jが富良野fr?;:地という若し 3単純な構造をとるに反し，その西

半{ffjの山地は多くの断層と一大小の摺[Il lをする白望系の上に不規則に分布する第三系があっ

*鈴木 酔， 1954: 北海道産枕状熔岩類にワレ・て.北地要報.， (26)11~20.
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第 3 図版構造単位図 ぐ西半部〉
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て，一見甚だ慢雑怪奇のように見えるが，断)討を一つ一つ従原して考えて見ると，市二紀

居の構造はそれ程惚雑もなのでもなさそうである。

さて，図幅西北i活から東西方向[こ走る上芦別~滝里断層を横ずれ断層でその東西の延先

が主[ほと同じになって見欠われると仮定し，ヲ+f-:7立尻街上断層をその一部である落辺川支流

の窓状出と結びつくまで北東側のブロックを西北に移動させて見れば，落辺川川口附近に

見られる広瀬、沢凶くMh)，ぺンケ川屑 (TSl) の東をI売する御料山断層がもっと西に移動

ずるコ

J:F別~!1lf花南断層は IUj らかに沢田秀穂，小島光夫のノカナン湖断凪に連なるのである

が，その延長は，清水勇，田中fa策，今井巧が考えたようにそのまま西に直進するのではな

く ， :~~i敢に北に l由って，沢田秀穂，小島光夫の古空知川断!ぽに連なるのが本来の姿ーである

ように忠われる。その II与には，今記しだ CMjzJ 及び CTSIJ の東を限る街J*~l 山断層(士山11

J二， jlf花南断層の北方延長と考えられるであろう口そしてその西の第三系の区域は上芦別

問幅で石狩j丙群，幌内層群，天fii居群をともにーl司に摺l出させてしまっていると見られる

上-fr別向斜構造部なる構造単位に連なると解されるであろう。そしてこの延長部では幌内

回群の l二部 CMhJ と天塩居群下部 [TsIJ とは整合すると見られていることは注iむすべき

である。

同様に咲5JiJ川において浦河居とともに向利すると見られる新第三紀牒宕居もぷ来の姿は

肝花荒断回の西のもので， したがって近藤沢入口附近で近藤山砂完!回と三えられる岩相の

ものについてはなおいろいろ吟Jl~~の必要があろう。

つぎに落辺川上流を取をくように分布して南下する変成岩，蛇紋岩から!点る J也j咲 i士調構

造単位でこれを平Efi街上片と名 f;jサる。これの西北半分と南 (Hi]半分との江田の構Jl三が其る

のは子fIr断日の 7むたの姿が，落辺~奈~川断!同の南 2/3 の胡身につつき，滝里~島ノド断

!凶に j宝なる街[こにもとづくものと解されよう。

そして，平店街 I二片は i有 ~W:に見る tli*， 1構造をもっ律j上片をのりこえて，その北半分をか

くしていたもので，その後ほぼ単科構造前上片の北;rtMを示したあたりにできた北落断J'i"，jで

現ιのような姿になっているものと理解されよう。

子店街 i二}干に対応するように，那史山から馬 I)q川に「逆くの字二に出i る単利構造ff])の上

に iPr とする片別店街上片の末端が南方の北ノ峰沢の上流に枢く僅かながら出現している。

このように了逆くの字J 単斜構造寸土戸別店街上の illS而において戸別~登川高利東翼と考
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出· 7tl) *本*

えられた，目立または逆転単斜構造に連なり，芦別岳図幅から大夕張図幅にまで追跡されて
キヰ本

行く。そして大夕張図幅においてはその構造は先板垣沢明の生成と理解されている。なお

このような構造は穂別方面にも知られる。

如上の了逆くの字 J 形単斜部と野花南断胞の聞に挟まれる部分は大同河に見れば中央部
出)

程緩いゆったりした構造を示す複向斜の盆状地で，逆くの字 Jの折目は，戸別岳街上と平岳

街上のために，最も/つを受けた部分が前進する II寺に取残された形であるが，熊の沢突出部

の形成は，耶英 III を中心として，この?逆くの字 J の頭がなお両方へ押されだ叫に奈英川

附近を中心としイこ回転運動の形式になって，その南端の熊の沢突出却にあだるところを残

して回転してしまったのでなかろうか。そして頭の部分は複向斜の中心部近くまで押出さ

れその前面の複向斜中心部の浦河屑を西に追出し街上させたもののようである D これが奔

茂尻 Imj 上片の性質と考えられる，街上片の下民には新第三系牒岩が圧砕混入されている D

トプトエウ ν ュナイ沢を中心に見られる緩く向利する近牒山砂岩肘 CMY3J も中心部の

構造メシパーの一つであったろう。

すなわち犬同的には野花南複向斜金状構造というー単位であるが，これを取巻〈馬 l河川

頁岩層は西は野花南川の走向谷を容れ，北には落辺川の弧状構造を見せ，東は了逆くのこ

部北部の街 kで欠われ僅かにトプトヱウ ν ュナイ沢の入口に姿を見せ，南は馬内川の;モ向

谷を容れている，中央部の北に斧茂尻街上片を載せている。

つぎに気のつくことは野花南断層の西のブロザクではこの断層の方によって来ると rfi ;'f~

三系の石狩統， Ir晃 l勾国の )1聞に姿を消し，最後には天出国群が直接白主系に不整合に重なり，

一応それらが天 Jil 層群堆積後の摺 l白?Ii勤でともに一回の摺曲で出来上つだかの様子を示す

ことはすでに矢部:長えの三えたとおりである。そしてこの上戸別向斜構造の北方延長と見

倣される，野花南北方川向い方面では I~W: 内層群のヒに整合するといわれる天塩層群が Jft 積

区の東西で著しく堆積の様相を変え， しかも堆積区の西寄りに1: t紋岩のリーフが浅海 ι[t に

あって，その岩屑が遠くはこばれない状態にあったことが沢田秀穂，小島光夫により言わ

れているのに，御料 LU 断厄 iを越えたその東方では再び基盤は白望系となりその J: に新市三

紀オナノンベ凶が堆積したと見られる口落辺川の露出で見ると白望系は，新宿三系堆積前に

*吉田 向，神部信和， 1934: eMS) 幾春別岳図幅及び同凶幅に使用された橋本亘

野行図と原稿.

料 長尾捨ー，小山内 r~!": ，酒匂純俊， 1933: 大夕張 l辺幅.

**宇 矢部長克， 1955: 5 万分 1 北海道地質図幅札幌 24 号「大夕張 J (昭和 29 年刊)の

読図.北地要報.， (28) , 23~24. (未尾の追記 (2) 参照)

- 48 ー



すでに摺 [Ill構造をもっていた様子があるし， ?"f:/え尻捻道東の年 i支尻{重IJ..片下)J互の蛇紋岩棟

片の山 jj と fiI l: の 'i't官ーから見ても同様な推定がなされるであろう。一方，落辺川土im:から

*到;先山{壬出に見られる疎岩が，もし誤らず新市三系に属するならば，ここにも矢部長えが指

摘しだような構造発達だが流関されるであろう D すなわちこの方面にも新涼三系海1支店店に

現ィにえられる市:状構造の先駆的構造の発成があつだことが認められることになるD また，

良野Jll::'l){IU鼻の沢における鳩の沢扶炭!凶 [Ts] の分布を見ても何か擬雑な感じをうけ

る D そしてこの新第三系の分布は細長い帯状をして奈央位地の北からノレベ Vべ支流I'M或に

連なり，そこでは恐らく宅知層群下部の芦別岳輝~:J~凝 I;}~ 宕層の上に重なっているであろう司

さてl~U:il己したところに見られるように k芦別閃幅内の野花南断婦と木閃隔内における

その延長と f了えられる御料rJJ断同は後川端地変の地買構造と，先jl>(垣沢層地交の捧造部の

ょ日(こ ;~l )ところにある。東担I]では「切らかにN垣沢屑 l自の構造しか見られないが，百(日iJで

は，石j守，I\;l!]群から III見 l付 J~;~群を経て天塩)ば群に王るまでの池田がたきな不整合1!fT;しに累積

し ， tこだ A回の摺:lljで、完成されたような構造を示す。しかるに，野花南北方で見れば，ヲミ塩

Ii''!群(土問 1 \~fi群と百では整台するといわれるが，ほんの少しその部分そ烹に行けば突然記

紋岩のとに不整合に重なるD この蛇紋岩の出現をさせだ構造主動をこの整然とした第三系

}ft~((のどこに持込むかという問題が生ずる。もし天塩l~i群と|院内層群が沢田芳砲，小島j己主

本不

の記すように整合ならば，また石狩層群と l院内層群の関係が矢部長克の:号えるようなもの

であるならば，との構造の発生は先石j守層群の古さにもって行かれるであろう。石狩地向利

先生は後蝦夷地変の卜分及ばなかった西側に行われたもので，その外征の部分の長期間侵

蝕の対決とされていた後蝦夷J也変の構造のよく現われている地tJ1~~幌内層群，天塩 frii群の

侵入があったことをぷl司ょするのではなかろうか。そのような場合一見芦別~登川向斜部の

同翼に見える部分は，本来の後川端地変による該向字、!の東に]今度野花南断層のようなもの

があって，後川trNrf1虫変によって助長修前jされた古い構造が後川端構造にくつついているの

ではなかろうか。なお今後の研究が望ましし '0

なおこの方[百iの天出回群全体の阿!子関係や全J~'li' l:状図がf号られていなし '0 この方向には

と紋岩の全くない厚い陳岩阿と蛇紋岩のあるものとあって，両者どのような関係にあるか

も!日らかでないなど，いろいろな!日j出が残されているD

構造市内として計良野詑地は ;Jr常に若い構造で，その完成されだ川工期は沖積世に入る頃

*矢部長克， 19.35: 前出 (未尾追記 (2) 参照)

** 矢部長克， 19.31: StratigraphicalRelationofthePoronaiandIshikariGroups

intheIsikariCoalfield, Hokkaido.Proc.lap.Acad. , XXVII, 571~576.
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と推定されているD

この構造は北海道のi也体構造を論ずるにあたっては誰でもが注目する北海道の

列の最南端に位置している。

下村彦一，花井重次，渡辺光，岡山俊推，十日山正史は中央金i1区として区別している。

その他，福地信世は天塩川凹地帯と呼び，徳田貞ーは中央凹地帯と呼び?その発宝の機巧に

ついては一種の向斜構造ではなし 3かと推定しているD

以と要約すれば，古い構造としては中蝦夷地変により生じだ断層や摺[iiIが，馬内川ヒ;市

部及び滝里~野花両問のカパネリウッカに見られる。

つぎに後蝦夷地変による構造と 13われるものは『逆くの字J 単斜構造部の日身の単科部

を東の禄とし，落辺川単科部，野花南川背斜却を大体その禄辺としてその中宍に野花守慢

向余!盆状地がほぼ出来上ったもののようであるD そこにはまだ矢部長克がえ夕張図恒で指

摘したようにその構造の完成を Epi-Poronai とする問題がある。

ついで後川端地変の構造ill動により， 71ff別u"ri.重U:片，平岳街上片の両方iliオとがあり了逆

くの字J が形成され， くの字の両半分，特に北片が強く回転を受け，中宍部にほ熊の沢突

出部を残し転移した。その北半の北端の西方移行はその全両ピ芹茂尻街上片を生ぜしめ比

較的簡単な向斜構造をもった野花:有複!司令lの中宍日I)の西に移行させたものと，13われる。

それに伴ないアイノ沢lこ見るような街上を生じ，オチノンベ屑は甚しくそメク状態にだち

到つだものと理解されよう。そして野花南海向斜自体も多少その摺拍!支を強調されたであ

ろうしその西側には彼の大きな石狩炭田の基本構造を生じて行ったものと忠われる。

野花南断層とその続きである御料山断層やそれを切る上芦別~滝里断層などは多少時期

の遅れたものと忠われる。

以上のような構造からずっと遅れて富良野構造盆地は洪積世末紀頃に生じたものであ

る。

当 l或のl世史を案ずるに，市二紀の中頃においては後十二低度変成された輝ね凝!火界や，氾

質岩，桂岩等の堆桔が行われた。そしてそれに引杭き i塩:孟i且基jとゴ白↑f性[I

状熔岩を伴う厚い火山'ff刊附4生iじ:の堆積を見，これに多少の li1~質岩を伴い，いわゆる llUil]J;リrLの標式

的な:Itt積様相を示しだ。とのIl与明を空知地斜向期とするG つぎに山部図幅に示しだように

東方の隆起があり，一当械は芦別山脈の首相II と同様に下位回!こ整合する砂岩田で示される。

これを中空知地変と呼び，空~J1出向会|が二分され，西前のものが蝦東地向斜(定義拡張)

として出発した。その初期iの堆積物には山部図幅内に見られたような輝綜岩や岩の噴出

が，特にIn岩美E噴出記録が見当らなし )0 それは初生的なものというよりむしろ輝印有の近
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入部で示される断屈による欠除ではなし 1かと τ-えているD

つぎに富|可砂岩層とそれに伴う酸性凝り〈岩H古出で代表される隆起が見られるが，当tl~が

陸化した様子はないようである。これが先蝦夷地変である口それにつづいてブリッ V ュ型の

厚い堆積が生じその未明には生物石灰岩を生じた。それに合まれる古生物から推察すれば，

水深は 30 尋を越えず，透明度の高い，イミの温かな海が侵入していたものと，巴われる。石

灰岩に見られる生物相を比較検討するに，亦jむからはかなり遠ざかった地域と JL11われ，四

国の応の巣石灰岩に比しでも水温が多少低し功〉あるいは栄養の劣る海hi:であったと考えら

才工る。

その後，当域は断)m ， 摺由Iをうけ，上梓し全く陸化削剥を受Ii ていたことはカパネリク

ッカの不整合面，馬内川ぷ流における地層の分イI)・から知られるとおりで，これを中蝦扇地
り. 11)

変と呼ぶ。この上に中川屈の海侵が行われ，里民 fi常岩には輝 ~~j~ 岩を Wi め輝 ~;:j~ 凝灰岩，百長岩

等空知層群の岩石ゃ，オノレピトリナ石!と岩等も見られる。しかし輝需品岩礁の涼は，空知層

群を二分する断層中に近入しだ輝緑岩ではないらしく， 後おーはその出現の模様から見る

と，むしろ先に記した「逆くの字~ ，\ I~ 単科構造の成生と密接な関係があるもののような出

方をしている。この構造の発宅ばまだ後のことである D

さて，この不整合同に侵入した海ほ，この附近の地殻の地|句斜的沈「年と相まって，標式

的地向斜型中川層とそのとに引っづく浦河居を堆積し，なお函淵)函をも堆積したことであ

ろう。

これらの堆積期間を通じても，中川層の初閉には酸性凝灰岩に見られる火成活動がある

し，末明には近藤tJ r砂岩 ~W に見られる浅海化がある D その当時の海況は，野花南や馬内川

におけるヒラアミモ化石か弓察すれば， "{史の影響のある版浅海の入江や河口のような状態

にあったと考えられる。

浦河!日堆積明にも酸「!:凝 I，疋岩を伴う砂君屑に見られる隆起 E動が記録されているが，と

ドかく白歪紀末までは堆南が栴続しだことであろう。当地では岡出!居は殆ど，あるいは全

く尖われてしまっているもののようである D

白主紀末まだは弟三紀 iii; めに蝦 ，}i i色向J- 'i の rlr ヲミ音 [S には蛇紋岩の itt 入を伴った地支があっ

て降起した。その花紋岩の :l! l入の II:y 朗と空知!ぽ群の変成とはほぼ同じ頃か蛇紋岩が多少遅

れるものと解されている。この II} 閉に石狩炭田の *1HIJ の単余 l構造部の大転が決定している

のではなかろうか。輝綜岩の近入明は，この頃か，他に反証さえなければ，出現の様子だけ

同)

からのみ見てあるいはもっと若くても良さそうである D 山部図幅の空知川横谷内樹木園の
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平

東方左岸の断恒;や全日 i閃幅の金山市街地磐根橋下， 卜梨別川大橋I;付近で見ればこの種の大

きな結品をする輝緑岩の近入は，一見後川端地変の断層に近入しているように見えるD こ

れは，後蝦夷i也変，後川端地変もともに南北性を取るために両荷の区別ができないでいる

ことを志味するのかも知れなしユ。それにともかくこの程の輝似岩は必ず第二紀)~~rr-7 のみに

発達する南北方向の断層に伴うことから，大結lhJ;の輝岩を伴う構造線は後川端地支より

も古l> ものであるということが逆にいへてくるようになるかも知れなし >0 そのためにはな

お今後決定的事実を発見して行かなければならな l >0

さて後rt!r d夷i也変後西方に生じだ石狩地向余 i内に石狩杭を i住民し，その末端がノ:三国幅オチ

ノンベ川附近にまで達していたかは Woodwardia EndoanaOISHIetHUZIOKA の産出層

の研究によって明かにされることと思う D 幌内抗上部紅葉山階の J町長が ier われたことは

Flectofrondi ・cularia の産出屑を上下 lこもっ挟 l完回に知られ， 普通の *';l 内層とは!也を~(とす

る堆積環境にあったことが明らかである。

これに整合するといわれる新信三紀ぺンケ川婦は献度の低い ， i支所の J住積物であるが，

竹原沢断層を越えると蛇紋岩を直接不整合に覆う D 一般に IT!f 花;苦断層以西では，新不三紀

下階の地層は l立下の幌内層とも大きな構造差を示さないところを見ると，この位置に蛇紋

岩の露出をもたらしたものは先石持統の構造沼動の結果と J14 われる。里子花南断層(御料山

断j百〉から東の区域ではすでに出来上っている第二紀 ii'';] の構造に H!~ 関係のような新不三系

下階の堆積が見られるようである。

天塩層群堆積後にこの方向に生じた地変によって野花南複向斜盆状構造とその東を校ど

っていた単斜構造部は，次第に現在の姿に向って生長をつづけ，ついには東 {P)i から押して

くる芦別岳街上と北方の平岳街上のために，まず単利構造部は「逆くの字 J にされ，そして，

その北部は奈英川峡谷附近を中心[こ逆時計回転をさせられ，頭部は野花南複向斜の中心部

lこまで押出されその時に前面の地屈を西に押つけ，そこでは上却に引合簡単な向斜構造を

もったまま西方に街上して行き，それ以外、のところでは複向斜構造の摺由を助長させたよ

うである D 平店街上片の北部はなお西に押出してきて逆くの字 J の北につながってし) t，こ

単斜構造部を完全に見えなくしてしまった。そしてその後につづいた正断層のために益々

複雑化し，特に顕著なものは上芦別~滝里断層である。

その後引きつづいて陸化削剥を受け鮮新明の中頃，恐らく滝川蝉の堆積の頃に東方一帯

は int:紋岩質火山活動の場となり，地盤はそれにひきつづいて数百米の沈降をなし，広く熔

*ここの輝緑岩は凶示されていなし、。
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結凝川岩の覆うところとなった口その上lこ山麓階を生じつつ隆起がつづけられ詰郷面が形

成されるに子fったc その頃にはすでに富良野方面から空知川l峡谷の万に流れる河川系が見

られ流紋岩礁を立んでいる。

しかし，郷話回形成の頃にはその河川系はどの程度のものであつだか，たとえあっても

それ程だきなものほなかったものであろう。麓郷面にできた河川系は，面が隆起する l時に

とつだ傾斜に従II目したものの如く，南部の山部図幅内では芦別山脈方白から東北流しト肱

JE方 rf:fiに向う;五時が主であったが，本図幅北部では北流または多少西北:荒し旭川盆i也に向

っているD

その後宮良野盆J也になった部分は続[tilを始め次第に下降して行った。そして富良野盆地

は出来的め周辺からの用立てが行われ，山部横谷市;を通る通水があり，空知川の|日河川系

の権活がされだものと忠われる。富良野盆地の下降は最後にその南部が断層となって最J首

il!]'二達するのであるが，これと空知川l峡谷の下刻とはかなりうまく調子が合って行われて

いる。すなわち，空知川峡谷部における盆地水位の調整が常に旭川盆地へのた流をノた規模

に芯起させなυ程!乏に行われていた，いいかえれば t'li';良野村江幌方面の谷ほの同さより

殆ど常に低く椎持されたことを示す。このことはまた空知川沿いの熔結凝り(完f擦を有する

自白段!壬棟!討が，枢く若いのにも拘らず高いところに転位したという一三え方を相当さまだ

げるであろう c なお盆地 fJ文生後の旭川方面への通水の有無に関しては本図幅内では切らか

にすることはできな L 、

卜!日庁I 方面の友L! r~~の n_~t出は段庄内の安山岩礁から見ると盆地成生 i j[jに始まっているよ

うである。最近における活動は地表の火山氏や泥流として記録されている凸

IV 応 JH 地質

(1) 砂金及び砂白金

ぷ域の河川の内，戸別 JE から神居古浮に連なる山地に似を発する河川とその段丘には砂

金及び砂白金が発見される。 Ir 54.13
Os 29.23

現在穣行されているところは;!恥ユが，馬内川交流ガロの沢を始 Pt 1.66

め，今でも採掘跡の見られるところがある。落辺川は最近でも刊に Pd 1.73
Rh 4.44

採掘者が出入しているようであるD りけ) Cu 1.29

空知郡富良野村産という砂白金の分析値はつぎのようである D Fe 7.33

砂金及び砂白金はおそらく蛇紋岩白体の中に含まれていたものと Total 99.81

- 53-



5S)

三号えられている D

(2) クローム鉄鉱

クローム鉄鉱もまた蛇紋岩を母体とするもので，蛇紋岩地域に発する河川には砂クロー

ム鉱が見られるが，稼行の対象となるものは無いようである D

鉱脈としては奈英やノレベ Vべ支流の上流の蛇紋岩などに見られる。ノレベ νべ支流の上流

のものは簡単な探鉱しかなされていなしユ。奈英の奥では坑口をつけて多少掘進している D

昭和 8 年に訪ねだ時には坑口附近 lこ多少の塊鉱が買いであったが，その後手がつけられだ

模様もなく，今 i欠の諒査においては坑口はつぶれていた。

奈吏の中頃の支流のクローム鉱山のあった沢では往時の道路には直径 1 寸位の白樺が生

えてし 3 るところもあるが卜分それをたどって|日坑口に行ける。そこにはトロヴゴ， レーノレ

が放置されている。往時はかなりの産出をしたといわれる。それより下流にも探鉱しだ跡

が 2~3 カ所見られその内には，昭和 8 年に訪ねたところ，小鉱脈に沿って坑道掘進した

きな収状鉱を搬出して居た処もあった。現在では坑口もつぶれている。

(3) 石炭

石炭は天狗沢屑，広瀬沢層，オチノンベ屑，鳩の沢挟炭屑に見られるが，本域で稼 1'1さ

れだものは天狗沢屑，オチノンベ層，鳩の沢挟炭層のものがある。

:i1) lG) G~)

野花南北方及び，落辺流域 lこは沢田秀穂，小島光夫;百石浩，西田隆夫;富樫豊，富良

‘ 12)
野町鳩の沢には橋本亘，為口和己の石炭調査がある。

天狗沢屑の炭屑は野花南北方で稼行されたことがあるが，1O~35 em で苦通25cm前後

で炭質頁岩を伴い，しかもあまり良質とはいい難い。しかし，石炭のみの分析では6，100~

*7，350 カロリ一位を示すものである。現在では稼行されていない口

オナノシベ川では右岸支流と左岸支流にいずれも坑口がつけられているD 右岸のものは

坑口から 2~30m 程で炭屑が薄失したといわれるだけで露頭炭は見られなし '0 左岸の支

流のものは 35em 程の炭質頁岩を伴う 30em 程の粗悪な石炭であるD したがって灰分は

キ*

45，~'~近くあって 3，600 カロリーしかない白

鳩の沢の炭層は大正午.問に稼行されたことがあり当時の坑口は昭和 7 年に訪ねた|時には

残っていたが炭層は見られなかった。その後再び稼行され，昭和 17 年 5 月佐々保雄教授

本*本

が坑内を視察しており，当時の情報が唯一のものである。

*札幌通産局資料.

料札幌通産局資料.

キキ* 佐々保雄教授野帳.

- 54-



当時の l支柁凶ば

上磐 暗灰色泥岩

2 級炭 28em

暗灰色泥岩 28em

3 級炭 45em

灰白色泥岩 15em

下磐 暗灰色泥岩

で同教授が村上徳次郎氏より JW きれHこところでは約 5m を隔ててつぎのような民 ιl叫の

石炭があるという。

上磐 頁 3tEi王J

石 ρι~ミ 20em

頁 Eι1王1 15em

石 ριiミJ 110em

下磐 炭質頁岩

また村と氏談によれば，ど;二回の風 J/1:は 45° ， 8 尺で水平早入と交スしており，水平竪入の

着炭筒所の手 ij日の探此様 5入を同教授が調べたところ 7~8 寸・の氏周を認め，ノ日目の貧化

したものではなし功 3と野 l民に記載している。現在では当時の風坑，堅入ともに出落してい

て内部がうかがえな t)。恐らく膨縮の甚しい此居であろう。

なお分析値はつぎのようであるといわれる G

水分 灰分 揮(発分 素同定炭 比重
c;:の eの e ,;)

本層粉 4.18 22.03 34.19 39.60 1.80 5，980 カロリー

本層塊 3.80 17.99 36.67 41.52 1.49 6，408 カロリー

上 層 4.00 12.10 37.92 46.07 1.26 6，959 カロリー

(4) 天然ガス

天然ガスは百良肝主主地東 7 線北 11 号から南に 2 カ処記号をつけて置いだが，これから

西の方のす ;u也の中央部にかけては至るところ天然ガスが出る o

北海道庁閉店出で行った飲料水用撃井の記録によれば，第四系の項 pp .4 1~42 に示した

ように中富良野 No.1 でほ 64.05 m までの内に 5 カf1 if認めちれており，吉良野 No.1 で

は 27.00 m までに 2@ 認められている D

此附近の開拓地にはずい分多くの井戸が作られてしユるが精しい記録は残されていない D

ガスは泥炭に伴うメタンガスが主体で多少の硫化水京があるらし l )0 ガス層に掘あてた主

........
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fI !J は 2 吋管で着火すれば 2 尺位火焔を上げつづけるが， 2 H11~で次おに少くなるといわれ

る。それでも自家用燃料に利用している畏京もある。

その分布拍囲，宣等については本格的調査は行われたことがないD

(5) 石灰石

地質図に示されたようにオノレピトリナ石川岩があるが，いずれも鉱呈が少し運搬のこ

とを寺えたり，採掘の条件を考慮すれば，稼行{面'IIむこ之しいのではなかろうか。土壌改良

町の炭酸カノレ ν ワム用ならば，富良野原野に用いるものとしてなら場合によっては採算の

とれるものがあるか検討して見る必要があろう q

最も鉱量の多いものは島の下従道の北の山頂であるが，直下を鉄道が通り電話線がある

ので，採掘にいろいろ問題があると思われるO それさえ解決されれば，横の沢の中に，ク

ラザ V ャー，鉱石溜等の簡単な施設なら行う余地がある。

鉱亘;は少いが欧り易く.~!:liび易いのはバナミ川の南のものである。

(6) 石材及び建築用ブロヴタ原料

鈴木酢によればトロンニエム岩は雨龍では指揮石あるいは耐火花商岩と祢せらわ建築石

村として採掘されているとし)うが，本域内のものもその可能性はあるが採算?なには稼行出

来難いのではなかろうか。

~jl: 石としては， ト ;j)J 熔結 i疑引く岩が利用される。現在では富良野町西北方清ぷ山の周回で

採掘され τいる o J二富良野村江幌や江花方面で少量が附 j庄の検 lUi石として恥られた跡が見

られる。

アッ乙ノュブロックの原料は清水山の東側で取られている D

(7)鉱泉

第二紀屑中には鉱泉が認められる D 多量に湧出しているものは島ノ下降道の西にあり，

鉱泉旅加がある O

自ノ下駅の西南の山麓のものは j、n水害で利用している。

いずれも硫化水素臭を有するアリカリ性の鉱泉である。

(8) 地下水

百良野盆地内は泥炭地が多いので特にその中央部では飲料水の良いのが待望it:く，勢い中

央部では深井を作り地下の被圧水を得ている。

先に示したように盆地 Iド央部附;5: (本凶 1隔では南東部) Iこ行われだ道庁開拓部の作井

記録に見られるように， 55m~78m にいくつかの良質の飲料水が何られる被圧水層が

あ乏。 if長谷虎彦はその供給源は熔結凝灰岩の裂障水であると考えている。道庁中富良野 1

円

。

も

晦



'

号井では毎分 20 \!~，良野 1 弓牛では毎B- 13_t;: を日 u白しているロ

盆J止の山育りの if でほ盤をなす熔結凝山岩の i、75f 乏が浅くなるし，在地内では北の方が

l(t;積物が薄いようである D

東 9 線の;I t 7~8 号問の梅下記の井戸で(ま 83 ノ尺から被 1主主がおり約 100 尺で押 LL\-.めし，

地表1: 10 尺内斗まで界ってくる o ここではガスはついていなし、 庶 8 線 7 号の谷口まで

は 120 尺程から被 n イくを得ている D 東 8 出 6 号で(土 150 尺の立の 7]えでも街 j依を吹くのに

過さないと聞く。開拓地の ;:jJf' ，j' /J 、学校のものは深度 150m といわれる。 地質は不 Iりjである。

一方北方の上富良野市街地では 22~23m で正盤の情桔凝りく岩に達するが，市街地大通

りから同では 13m 内外で I圭するといわれる。市街 iむの北 }j 北 28 号P付近では 30 m 以上あ

る D

信枯凝り~£rは水を通し弓く，山脚 t~，~にそってはや l仏 T1TZl に挙け‘だように多くの泉を作る。

rj; 日はその誌もたきなものである D なおそのほか， l叫には示してない泉があって，飲料水

とされている。しかし，情結凝 lちだ岩が fF る山の f·. ，台地のとでは飲料水のこと， ifh 現用水

のことなどし、ろいろの I ,::j:;~E1がある。

った出の弔問Ji控 j既用 ;J<の 'ki丘が内C) ことは 115の市生そ早めることがわかっている。 J白

下水のノド混ば 1 午を通じであまり変化しないが， 1止去!J(は冬から夏にかけて水稲の育生に

不割;台な水温から好都合なノj〈温まで支化するD そこでもし地下水に有害な成分がなけれ

ば， j色去水が冷だい問問これにかわってノKin に利用できなし 1かという点に着目し， ，;_~，I良忠

了二は L~lh 良野U.HI~の地去イミの If変化と，地下水温度の比較を試みだが，地下水温がJ色去主

に-(t. ijj)，る問問が， ;}(l'JHf.ち伯後~~り長くないので，地下水の利用価値は高くないという見透

しを得たようであるD

その研究の対主となった井戸は由良日!JI日j における令り深くない井戸水のようであるか

ら，今一度深井の水温調子Eをして見る必要がありそうに出われる。また天然ガスに伴う地

下水;土，天然ガスのできる過程の化学変化の影響をうけて， 1也の地下;ペkと多少異った成分

を示し，長野県守I[z~t;)JJゃ，山形県天主力而では肥料効果を認め肥水として，it出されている

ものもあるから，立地内の被店主のいろい久の汚!江のものについて成分の分析試験をして

見る必要がありそうに!日われる。

(9) 災害予防について

ぷ域に見られるくえ害 r~ ri, 卜Ii注目火山爆発に際しての泥流被害に関しては記出に新しいこ

とと 414Lわれる。その流出は多くの人命を奪い財をl[P;市し，田畑を火Ll r棟。交りの強酸 it

j!日二で諮ってしまつだ。そしてi;虫酸竹ノiくが今日でも市良野川に流れて来て，農業 i二に H1" J
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の害を与えその中和法がこの地方の重要問題となっている o

泥流押出しの ifrL速は中村左衛門太.ai3の調査ではっき、あように算定された。すなわち

秒速 (m) 臨離 (km) 時間(分)

火口~元山 46.0 2.8 0.9

元山~富良野川渓谷 21.8 4.0 3.1

富良野川渓谷内 15.5 13.6 14.6

富良野平野(上富良野市街まで) 10.0 4.2 7.0

との泥流は最初の口責出になる第一次泥流と，これが 5 月 24 日のことなので残雪があっ

たためにこれを融かし一度に流出したものと解されている o 石川俊夫は熱雲による融雪
ヰ

と三号えているといわれる o

そこで卜肪岳の爆発の原因をさぐり，その予測を行し〉得るならば大変役立つことで，こ

(j~]. 70. :)リ)

れにつ L) て研究もなされたが，予測ということになると中々難しい点があるようである D

最近もなお卜防岳火山の調査は災害予防の見地からも進められているが，なお一層の調査

*キ

や観測が必要とされるべきであろう D

つぎに当図幅内で問題となるむのの一つに土壌流亡の問題がある。これは卜H) j熔結凝灰

岩の風化地域に限られた問題で，傾斜地において J也被を取去れば必ず生す、るのである口一

方水田客土用にこの地域の土を利用するため，その採集地はたちまち山骨を露白するばか

りでなく，保集 i也の周囲に向い急速に土壌流亡地を拡げて行く。このようなことのために

濯慨用大 !K~ i)が危険になっているところも見受けられた。

道路工事が土壌流亡の原因を成しているものも各処に見られだし，7K田清 j既用の小さな

用水路の新設がその附 JJI を荒し初めている，あるいは荒してしまっていた場所も見た。

そとで，本地質図の卜 )]1 }P者結凝灰岩の分布地域としてあるところでは，開拓，畑の作り

Jj ， クネの f/lf り方等卜分考えなければならないし，土木事業にあだつては新しく地去の傾

斜を変化させるようになった場合には，後の手入れや手当方を卜分考えてもらわなければ

ならなし )0 小さな用水路だと思って作ったものが深い埼となり，今度はそれに向って周囲

の凹畑を出込ませることのないように注立しなければならな l 、

メi::· !:E r~ の河川には二，三の砂利取場が見られる。そのうち，野花南の下流のものは II日らか

に里子花南人造湖のパッククオターに生じた砂時洲が加わっている D そして乙こから上流野

花南大橋下まで盛大に稼行されている。滝里でも持集地は主として橋の下流である。

* 石橋正夫， 1954: 十勝岳の最近の活動状、況.北地要報.， (27) , 37.

料 高橋俊正， 1955(MS.): 十勝火山の地質.北大修卒論，
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島ノ下では，魚道の封;橋からはかなり下手で採取していたc あとは本図III臣を離れて， L!J笥;

図帽に入る。

これらの採雫ilkにおいて，年間採集量が，あるいはその面積，深さが採集場所に応じて

十分科学的に考慮され，採取の及ぼす影響が，上j況にある橋の橋脚，護岸，堤防地を危険

にすることのないように処置されているのであろうかD

洪水町の71d立などは島ノ下その他で測水が行われているが，空知川の流送泥土，砂利の

移動などが木格的に調べられているか宗聞にして知らないが，できていれば幸いであるo
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克の!日説を支持し北海道のオノレピトリナ石氏忠の ±l1/L~'fl1J= 代を再び Cenomanian J明と
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ピトリナ石氏岩が Aptian-Gault J\ Jj である証拠は次々に却られている。一方ボノレネオ
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精しくは橋ぶ亘 (MS) ポノレネオのオノレピトリナ行炭岩に記してある D
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矢部長克， 1955: Post-PoronaiandPre 司Kawabata CrustalDeformationinthe
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50,000

SHIMOFURANO

(Sapporo-7)

Resume

GENERALFEATURES

TheShimofuranoSheetcoversanarealyingbetween43'20'and

43")30'N. lat., and142"15'and142"30'E. long. , whichoccupiesthe

centralpartofcentralHokkaido.

Fromthetopographicalpointof view, the sheet seems canbe

separableintotwohalvescontrastingwitheachother. Namely , the

easternhalfisanareacomposedofathickweldedtuff(TokachiWelded

Tuff)whichformslow ア hills andplateaussurroundingthenorthernhalf

oftheFuranoBasincomposedofQuaternarysediments. Ontheother

hand.thewesternhalfisamountainousareamainlycomposedofthe

SecondarysedimentssuchastheKamuikotanMetamorphicRocks , the

SorachiGroupandtheYezoGroup , associatedwithveryfew'Tertian ，ア

andQuaternarydeposits.

TheSorachigawadrainstheFuranobasinandrunsthroughthe

justmentionedmountainousregiondiagonallyfromsoutheasttonorthｭ

west. A verysmallareasituatedthenorthcentralpartofthesheet

belongstotheAsashigawadrainagebasinandisdrainedbytheRubεshibe

shiryuwhichrunstonorth. A riverpyracybetweentheFuranoand

Asahigawadrainagebasinshasbeendescribedfromthenorth¥vestern

endoftheFuranobasinindudingthenorthcentralpartofthesheet.

TheGeologicalhistoryoftheregionissummarizedasfollows(see

Table1also):

- 63-



1) Pre-Sorachisedimentation. (Oneoftheoriginalsedimentsofthe

KamuikotanMetamorphicRocks).

2) SorachiGroupsedimentationoftheortho-geosynclinalfacies. (The

Intra-Sorachi Orogenymarkedbya thick coarse terriginous

materialsderivedfromtheeastseparatestheGroupintotwo

Formations, theYamabeandtheShuyubari).

3) TheLowerYezoGroupoftheflyschtypesedimentationdeposition.

4) Faultingandfolding , denudation.Intra-YezoOrogeny.

5) MiddleandUpperYezoGroupsdeposition.

6) Metamorphism, ultra-basicandaccompaniedleucocraticintrusion.

Probablythediabaseintrusionofcoarsecrystaltypetoo. Epi-

CretaceousOrogeny.

7) Denudation.

8) Oligocenesedimentation.

9) MioceneKawabataSeainvasion.

10) Faultingandfolding. Epi-KawabataOrogeny.

11) Denudation.

12) TokachiWeldedTu 旺 precipitation.

13) Denudationandwarping.

14) Pleistocenedeposition.

15) Warpingandfaulting. FuranoTectonicBasincompletion

16) DenudationandAlluvialdeposition.

GEOLOGICALFORMATIONS

1. KamuikotanMetamorphicRocks.

Twomembersarerecognizedinthemetamorphiccomplexofthe

region, thoseare: theBlackSchistsandtheGreenSchists.

TheBrackSchists(Ph)areofsiliceousandargillo-siliceousorigin

andarecomposedofblackquartzschist , graphiteschist, phyllite, clay

slate, myllonite, sericitequartzhaematiteschist, chrolitealbitequartz

schist, quartziteetc.

TheGreenSchistseGs)includediabaseschistandschistosevitric

schalstein.
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2. SorachiGroup.

Thisgroupissubdividedintot¥VOformations , namelytheYamabe

andtheShuynbari.

Yamabeformation. Thisformationconsistsofthreemembers

describedbelow. ThelowermemberistheAshibetsugawaSiliceous

RocksCLs1)mostlycomposedofwhitequartzite. Thestratigraphical

relationsbetweentheKamuikotanMetamorphicRocksandtheYamabeforｭ

mationofprobablyyoungerstageareuncertainduetolackingofgood

exposure. TheAshibetsudakeSchalsteinCLs2j , themostcharacteristic

memberofthegroup, occupiesthemiddlepartoftheformationandis

composedofheavypyroclasticsedimentsaccompaniedwithpillowlavas

andotherdoreliticrocks, andseveralintercalationsofthinchertydepQsit.

TheShuyiiharigawaSiliceousRocks (Ls ,Jisathinbeddedgreenish

chertandlyingonthetopofthe formation , andisoverlainbythe

NijugosenzawaSandstoneconformably.

ShuyubariFormation. Threemembersarerecognizedinthis

formation , theNijugosenzawa Sandstone (Us l ) , thePanketeshima

SiliceousRocks(Us2) andtheNaegawaChart (Us3J. TheNijiiｭ

gosenzawaSandstone(Us!)isamassive, verycoarsegrained, gray

sandstone intercalating sometuffaceouspartandoccursinasmall

faultblockatthePanketeshimabrookaccompaniedwiththeoverlying

PanketeshimaSiliceousRocks(Us2) whichiscomposedofgreenand

whitishsiliceousrocks.ThestratigraphicalrelationtotheNaegawaChert ,

thechiefmemberoftheformationisobscuredbyfaulting. According

tothestratigraphicalcolumnobtainedintheYamabeGeologicalSheet,

theNaegawaChertisputsuperposition. TheNaegawaChertCUs3)

isathickdepositionmostlycomposedofgreenorgreenishbluethin

bandedchertaccompaniedwithveryfewschalsteininitslowerpartand

graymediumgrainedsandstoneinitsupperpart. NumerousRadioralian

remainsarerecognizedthroughouttheformation.

AcoarsecrystaltypeDiabase(Db)oflaterstagealongandintruding

thefaultwhichdividestheYamabeandShuyubariformation , andruns

longitudinallyfromtheuppercourseoftheOchinonbegawaonthenorth
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totheKumanosawa, atributaryoftheUmanaiιawa onthesouth.

3. YezoGroup.

Thisgroupissubdividedintothreeformations , theFuranoFormaｭ

tion(LowerYezoGroup), theNakagawaFormation(MiddleYezo

Group)andUraka可a Formation(UjJ>perYezoGroup).

FuranoFormationCLowerYezoGroup). Thisformationconsists

oftwomembers, namely, Ton:itoiSandstone, thebasalmember, and ,

ShimanoshitaShale, thechiefmember.Thelatterintercalatesseveral

smalllensesofOrbitoIinalimestone.

Tomitoi Sandstone [Ly1Jwhich isa gray, massivesandstone

composedofmedium-coarsegrainsofquartz , perthite, microcline , biotite,

hornblend, andofrockfragmentsofcherts, quartzite, hornblendeschist,

porphyriteandbasalticrocks. Itintercalatessome tu 百aceous part,

and sometimes yielding ill-preserved plants fragments , and grades

transitionallyintotheuppermember.

ShimanoshitaShaleeLy2 whichisathickformationofflysch

type, thinbeddedalternationofblackshaleanddarkgrayfinesandｭ

stone;veryrarelycontanissillceousandcalcareousnodules;intercalating

organiclimestonelenses[Orb;atitsupperpartandisoverlainunconｭ

formablybythenextyoungerformation , the Nakagawa. The geolo ・

gicalageisconsidredtobeAptian-Gaultduetotheorganicremains

discoveredinthelimestone, suchas, Orbitolinadiseoidea-conoide αva r.

ezoensisYABEetHANZAWA, Toueasiaearinatavar.orientalisNAGAO, (PI,

VII, figs.1a& 1b), Praeeαlうrotina yaegashii(YEHARA)(PI. VI ，自 gs.

1a , 1b& 2), Petroρhyton miyαkoense YABE , Niρρonophyx ramosumYABE

etTOYAMAbesidesmanyfossilsshowninTable2.(seeTable2, p.22).

NakagawaFormation(MiddleYezoGroup). Thisformationrests

upontheolderformationswithanunconformityandconsistsofthree

members;theKasamorizawaSandstoneandConglomerate(My1Jat

thebase;theUmanaigawaShale[MY2J , thechiefmember, occupiεs

themiddlepartofthegroup, andtheKondoyamaSandstone[My3J

liesonthetop.Theclino-uilconformityisobservedatKapaneriutsuka,

nearthePon-moshiriElectricPowerPlant(seePI.VIII)wherethebasal
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memberoverlies the Shimanoshita ShaleoftheFurano Formation ,

whileitoverliestheNaegawaChertsoftheShuyubariFormationat

themiddlecourseoftheUmanaigawa.

Umanaigawa Shalecontains afewfossiliferous marly nodules.

Desmoceras (Pseudouhligella) Ja ρonicus YABE , Inoceramusa百. crip ρsi

MANTELL, Inoc.dr.hobetsensisNAGAOetMATUMOTO, Inoc.yabeiNAGAO

etMATUMOTOwereobtainedfromthechiefmemberoftheformation

andPalaeodic りon maJusMENEGHiNIfromtheuppermember.

UrakawaFormation(UpperYezoGroup)issubdividedintothree

members. TheLowerMudstone, theTsukimiSandstoneandthe

UpperMudstone. TheLowerMudstonememberyieldsInoceramus

uwajimensis YEHARA and the Upper Mudstone yields Inoceramus

amakusensisNAGAOetMATW.1.0TO(PI.VII ，日 g.2).

4. PalaeogeneTertiary.

Athickdepositsprobablybecorrelatedtotheupperhorizonofthe

PoronaiGroupismetwithinthenorthwestcornerofthesheet.This

depositionisdividedintotwogeologicalformations. TheTenguzawa

FormationCMjj.~ occupiesthelowerpartandconsistsofthinbedded ,

darkgrayshalewithlargemarlynodulesandyieldsTrochocerithium

wadanum(YOKOYAMAi , Precto/rondiculariaaccompaniedwiththefossils

litsedinp.30. Theupper, theHirosezawaFormationCMj2Jiscomｭ

posedofalternationofmudstoneandthickmediumgrainedsandstone,

andcontainsPrectofrondiculariaandotherforaminiferofcommonspeｭ

ciestotheMomijiyamaFormationsuperposingthePoronaiFormation

inthetypelocalityofthePoronaiGroup. Severalthincoalseamsare

intercalatedeitherintheu9perpartoftheTenguzawaFormationorin

thelowerpartoftheHirosezawaFormation.

S.OishiandK.HuziokaoncedescribedWoodwardiaEndoanaOISHI

etHUZIOKA , oneofthePalaeogenespecies, fromtheTertiaryformation

developedintheOchinonbegawaareawherethelowerMiocenefossils

havebeenobtainedfrombyseveralgeologistsuntiltherecentsurvey.

Thequestiononthisproblemisstillremainedinfuture ,

5. NeogeneTertiary.
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PenkegawaFormation(Ts1;' AccordingtoH.SawadaandM.

Kojima, thePenkegawaFormationofMioceneageconformablyoverlies

theOligocene HirosezawaFormationapparentlyonthewestofthe

YamamotozawaFaultwhileitrestsdirectlyuponSerpentinewithan

unconformityontheeastofthesaidfault.

Thisformationconsistsofdarkmudstoneandsiltstoneshowing

eli 百-making tendencyandyields Yoldia “sα gittaria" YOKOYAMA , Merｭ

cenaria “ch £t'1 man α" MAKIYAMA, Chlamysaff.coshibensis (YOKOYAMA),

Dosiniaaff.odosensisNOMURAbesidesthelowerMiocene 百ora suchas

Com ρtoniphyllum 1¥TaumanniNATHORST , Fagusant がoffi HEER.

OchinombeFormationCTs2J. Thisformationconsistsofsand-

stoneandshalewithseveralthincoalseams and unsoarted congloｭ

merate, and yieldsComptoni ρhyllum NaumamziNATHoRsTandOstrea

gravitestaYOKOYAMAaccompaniedwithotherfossilscitedinp.32.

Thestratigraphicalrelationstotheothergeologicalformationsis

stilluncertainduetofaults. Accordingtothefossilscitedinp.32.

thisformationseemstobealmostcontemporaneousthejustmentioned

PenkegawaFormation, thoughthelithicnatureofbothisconsiderably

di 旺eren t.

Undi 町erentiated TeshioGroup(Tsj. So-calledolderNeogene

Tertiarydepositshavebeenreportedfromseveralplacesinthissheet.

Among them, themostimportantareaistheHatonosawacoalprosｭ

pectedareawheredevelopesthecoal-bearingformationonce called

“ Hatonosawa coal-bearingformation."Thefaciesofdepositionofthis

coal-bearingformationisconsiderably di 在erent fromthoseofabove

mentioned two formations. Geological age of this formation is

estimatedtobeolderMiocene.

TokachiWeldedTu 町 (Tt j. Thisformationiswidelydeveloped

intheeasternhalfofthesheetandformsalowhillsandplateaus

surroundingtheFuranobasin. Itconsistsofathickweldedtu 旺 of

lipaliticoriginanditsbasalmember , theKoganenosawaBeds (Tkj ,

whichin turn , iscomposedof tu 旺aceous sandstone, tu任aceous shale

andloosetuffaceousconglomeratewithlipaliticordaciticpumice.
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Theproblemonthegeologicageofthisweldedtuffisstillunsetｭ

tIed. ThewriterratherconsideresittobelatePlioceneaccordingto

severalreasonschie 日y duetothephysiographicalinterpretationofthe

eustaticmovementsofthebasalcomplexaroundthisregioncitedin

pp.10~11 ， andp.37.

6. QuaternaryDeposits.

Quaternarydepositsarewidelydistributedinthissheetandcanbe

classifiedinto10formationsaccordingtotheirheightsandoriginal

natures.

TheHigherTerraceDeposits(Qt1] aredistributedonthearea

alongtheSorachigawavalley. Someofthemaremet with at a

heig1).tof120--150m , sometimesof180m , fromtheriversurfaceofthe

Sorachigawa. Itisnoteworthythatthisformationcontainsbouldersof

LipariticrockshardlydistinguishablefromtheTokachiWeldedTuff

amongthegravelsofolderrocks.

Youngerterracedepositsaredevelopedalongthevalley-sideor

river-sideofnearly ァ all ofmainriversatseveralheights. Thefun

depositsaredevelopedatthefootofhillssurroundingtheFuranobasin

andinnarrowpediment-likebasinsbetweenthemountainousregion

andtheTokachiWeldedTu 旺 area.

IGNEOUSROCKS

Igneousrocksfoundinthissheetare Serpentine, Pyroxynite,

Diabase, PillowlavasandTrodhjemite.

Serpentine(Sp] occurs as masses or lenses in and alongthe

KamuikotanMetamorphicRocksinthenorthcentralpartofthissheet.

Trondhjemite(Lc]whichisthoughttobeofmagmaticdifferentiｭ

ationaloriginoftheultra-basicmagmaoccursinthesouthcentralpart

as small dykes intruding the Furano (Ly] and Nakagawa (My]

Formations.

A dykeofPyroxynite(Db]ismetwithattheentranceofthe

Umanaigawa gorge whereitintrudes the Ashibetsudake Schalstein

memberoftheYamabeFormationcontactwithUmanaigawa Shale
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memberoftheNakagawaFormationbyafault.

PillowlavasaremetwithintheareacomposedoftheAshibetsudake

SchalsteinmemberCLszJoftheYamabeFormationhereandthere.

Petrologically, theybelongtoDorelite. Someofthemareslightly

alterdtospiriticrock;partiallyshowingthestrongpillowstructure.

Thereisanotherkindofdore1iticrockcalledDiabaseCDbJofthe

coarsecrystalltypedistributedinandalongthefaultbetweentheupper

andlowerSorachigroupsCUs& Lsj.

GEOLOGICALSTRUCTURE

Themajorstructuralunitsofthisareaare: (1)Thenorthand

southextensionsoftheAshibetsuSynclinalPart, oneof the Epiｭ

kawabataOrogenicProducts intheKamiashibetsuGeological Sheet,

occuronthenorthwesternandthesouthwesterncornerofthissheet.

(2)Ontheeastofthisstructure , thereoccupiestheNokananSynchriｭ

noriumwhichconsistsofthewestern1ibm, northernlimbandthemain

partwiththePon-ｷmoshiriThrustSheetinitsnorthernpart. (3)

Borderingtheeastandsouthofthejustmentionedstructure, thereis

asteeplydipping, upwrightoroverturnedMonoc1inalStructureina

formofbendingbracketandtrendingtothesouthwestwhichissepa 司

ratedintotwohalvesbytheKumanosawabreakingpart. Thenorth

headofthenorthernhalfseemsthruststothewestandcausesthe

upthrustingofthePon-moshiriThrustSheet. (4)TheTairadakeThrust

SheetconsitsoftheKamuikotanMetamorphicRocksandtheYamabe

Formationthrustsov 町 and causesthewestwardshiftingofthenorth

endofthenorternhalfoftheMonoclinalStructurewhichin turn ,

causesthewestwardshiftingofthePon-moshiriThrustSheetinthe

northcentralpartoftheNokananSynchrinorium. (5)TheAshibetsuｭ

dake ThrustSheetshownintheYamabeGeologicalSheetappears

itsnorthernendinthesouthcentralpartofthisgeologicalsheetand

thrusts westwardtothesouthern halfof the MonoclinalStructre.

(6)Thereisanotherstructureoccursontheeastofalongitudinal

faultboundingtheeastoftheabovementionedtwolargeThrustSheets,
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theTairadakeandthe Ashibetsudake.How ァever ， itisobscuredbyand

disappeared beneath theTokachi Welded Tuff Area where (7) the

FuranoBasinoftheverylatertectonicproductoccurs.

ECONOlVHCGEOLOGY

Noworkablemineralresourceshasbeendiscoveredinthisareaex 明

ceptingtheplacerdepositsofIridosmineandGoldintheOchinonbegawa

regionwheretheplacerclaimshavebeenlegistered.

ThechromitedepositsinNae , Nakafurano・mura ， wasonceprospected

butfailed. Thecoalseamsfoundinthissheetareverythin. Limestone

lensesaretoosmalltoworking.
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産地北海道日狩主知郡 ι良野町

小里の沢(帯内 fif 支流)オノレピトリナ石町岩

(橋本豆撮影，作画)
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Fig.1

Heterocoenia?sp.

(横断面)

産地石狩国空知郡富良野町

小屋の沢(馬 I守川交流〉オノレピトリナ石灰岩

〔橋本豆撮影，作画〕

Fig.2

Nerineasp.

産地上に同じ

縮尺 ×九

日青木 正撮影〕
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Fig.1

Praecajうrotina yaegashii(YEHARAl

Uppervalve の一部が残っている標本

横幅の広い型

産地石狩国空知郡芦別市島ノ下 i弦道北

オノレピトリナ石灰岩

a 正面，やや上方より見たもの

b 側面

Fig.2

Praeca ρrotina ya 任gashii (YEHARA)

細長い型

産地石狩国空知郡芦別市滝里パナミ川南

オノレピトリナ石灰岩

[Ii長谷撮影 j
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Fig.l

Toucasiacarinata(MATH.)

var.orientalisNAGAO

Lowervalve の保存の良いもの

産地石狩国空知郡芦別市島ノ下~滝里問旧大谷川丁場

南のオノレピトリア石灰岩

縮尺原寸

Fig.2

InoceramusamakusenisNAGAOetMATUMOTO

産地 石狩国芦別市滝里，ポンノレぺ ν ュベ，二股

縮尺弘

〔熊谷撮影〕
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遠影

拡大局影

空知郡芦別rt:J滝里~野花南問 ソーキプオマアイ沢口上流

〔空知川左岸〕の

百良野屑(下部蝦夷層群)と I! リ )1)函( rll 部駅夷層群)の聞

の合|交不整合

Fig.1

Fig.2

〔小山内照撮影〕
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BP 岩 Sandstone

ngLomerate



札幌第 7 号下富良野図幅説明書 第 8 図版

Fig.1

Fig.2



I世 正
回
『
穴

吉
一
ロ

轟
月

図

、キメ

十

〆傾立省斜事由
OverturrudAntitlin

λ/~~ 左側勅
Ov~r-tum~d SyncL/fltJLAxis

正



昭和 30 年 7 月 20 日印刷

昭和 30 年 7 司 25 日発行

薯作権所有

印刷者

印刷所

北海道開発庁

一回徳光

札幌市北三燦商一丁日

興国印刷株式会社

札幌市北三燦商一丁日



,/

EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

SCALE 1:50;000

SHIMOFURANO

(Sapporo-7)

BY

WATARUHASHIMOTO

GEOLOGICALSURVEYOFHOKKAIDO

MASAOSANO, DIRECTOR

HOKKAIDODEVELOPMENTAGENCY

1955


